
欧
洲
大
戦
當
時
に
於
け
る
ド
イ
ツ
學
者
の

人
口
問
題
観

南

亮

三

郎

序

説

時

局
に
因
み
、
交
載
國

が
職
時
及

び
職
後

に
於

て
遭
遇
す
る
こ
と
あ
る

べ
き
人

ロ
問
題
を
思

ひ
浮

べ
象
ね
て
本
問
題

の
眞
實

の

意
味
を
理
解
す
る

に
役
立
た
し
め
た

い
と

い
ム
如
き

心
構

へ
か
ら
、
筆
者

は
鼓
に
聯
か
欧
洲
大
戦
當
時

に
於
け

る
ド
イ
ツ
學
者

の

所
論
を
回
想
し

て
見
た

い
と
思

ふ
。

職

事
と
人

口
増
加

と
が

一
盟

い
か
な
る
關
係

に
あ
る
か
は
姑
く
措

く
と
し
て
、

こ
の
職
争

が
激
烈
且

つ
長
期

に
亘
る
も

の
で
あ

れ
ば

あ
る
程
、
直
接
聞
接

に
釜

々
深
刻
な

る
影
響
を
人

口
状
態

の
上

に
及
ぼ
す
も

の
で
あ
る
と

い
ふ
こ
と
は
極
め

て
自
明

の
事
柄

で
あ
る
。
死
亡
率

は
ま
つ
著
し
く
上
昇
し
、
婚
姻
及
び
出
産

率
は
激
し
く
低
下
し

て
、
自
然
増
加

で
は
な
く
却

つ
て
自
然
減
少
を

さ

へ
全

人
口
の
上

に
現
は
す
こ
と
あ

る

べ
き
は
、
史
上

に
於
け
る
幾
多

の
大
職
雫

が

こ

れ

を

繰
返
し
誰
明
し

て
ゐ
る
。

と
同
時

欧
淵
大
戦
當
時
に
於
け
る
ド
イ
ツ
學
者
の
人
口
問
題
窺

(南
)

一
〇
九



=

O

に
、

停
職

の
後

に
は
或
る
要
素

は
急
激

に
、

或

る
要
素

は
緩

徐

に
I

i
兎

も
角
も

一
定
期
間

の
後

に
は
お
の
つ

か
ら
職

前

の
歌
態

に
復
齢
し
來

た
る
と

い
ふ

こ
と
も
亦
事
實

で
あ

つ
た
。

要
す

る

に

一
國
人

口
は
職
争

と
共

に
、

謂
は

Ψ
人

ロ

め

の
戦
時
歌
態

に
入
り
込
む

の
で
あ

つ
て
、
夙

に
敵
洲
大
職

の
當
初

ヘ
ル

シ

鵡
博

士

の
指
摘

せ
る
通

り
、

こ

の

人

口
の
戦

時
歌
態

は
交
職
中

の
人

口
減
退
期

と
停
戦
後

の
人

ロ
恢
復

期
と

の
二
期

に
分

か
ち
考

へ
得

る

の
を

常
則

と
す

る
。

し

か

も

こ

の
二
期

に
わ
た
る
人

ロ
の
職
時
状
態

は

輩

に
當
面

の
交

職
國

だ
け

で
は
な
く

、

職
闘
行
爲

に
つ
い
て
は
局
外

に
あ

る
中
立
國

に
於

て
さ

へ
、
多

か
れ
少
な
か
れ
現
は
れ

て
來

る
と

い
ふ
の
が
過
去

の
経
験

の
示
し
た
所

で
あ
る
。

然

る

に
前
後

五
ケ
年

に
わ
た
る
欧
洲
大
戦

は
室
前

の
規
模

に
於
て
行
は
れ
た
而

か

も

恐

ら
く
は
最
初

の
近
代
的
科
學

戦

で
あ

つ
た
だ
け
、

交

職
諸
國

の
人

ロ
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
非
常

に
深
刻
甚

大
な
る
も

の
が
あ

つ
た
。

委
細

は
別

の
機

會

に
譲
り
た

い
と
思

つ
て
ゐ

る
が
、

ほ
ん

の

一
例
を
學
ぐ
れ

ば
大
職
直
後

コ
ペ
ン

ハ
ー

ゲ

ン
に
於
て
ド

ェ
リ

ン
グ
氏

の

獲
表

せ
る
調
査
遽
報
書

の
第

三
冊
は
敵
洲
主
要
交
戦
國

の
総
括
篇

に

當

つ
て
ゐ

て
、

『
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
於
け
る
人
間
損

わ

失

三
千
五
百
萬
』

と

い
ふ
の
が
そ

の
標
題

に
な

つ
て
ゐ
る
。

三
千
五
百
萬

と
い
ふ
萢

大
な

る

人
間
損
失

は
無
論

、
職
場

に
於
け
る
肚
丁

の
職

死
数
だ
け

で
は
な

く
、

職
争

の
影
響
と
し
て
國

内

で
特

に
高
ま

つ
た

一
般
國
民

の
死
亡
増
加
数

、

更

に
載
争
な
か
り
せ
ば
生
れ
た

で
あ
ら
う
出
産
数

の
損
失
を

も

加
算

し
た
も

の
で
あ

つ
て
、

そ

の
國
別
細
目
は
左

表

の

の

通
り

で
あ

る
。

こ

の
数
字
は

ヨ
ー

ロ
ッ
パ

に
於
け
る
主
交
職
國
十

ヶ
國

に
の
み
關
す

る
も

の
で
あ
り
、

又
そ

の
後
細

目

ゆ

に

つ
い
て
は
幾

ら
か
の
修
訂

は
加

へ
ら
れ
た
け
れ
ど
も

、

ド

ェ
リ

ン
グ
氏

の
こ

の
情

報

は
人
口

に

及
ぼ

せ
る
大
職

の
影

1)

2)

3)

4)

Hersch,Lamortalit6chezlesneutresentempsdeguerre.塞gI5。 國 家 學

會 雑 誌32巻z號(大 正7年2月)t:糸 井 靖 之 氏 の 紹 介 文 あ りo

ChristianD6ring,DieBev61kerungsbewegungimWeltkrieg・3・Heft:35

MillionenMenschenverlustinEuropa.1〈openhagenIg20・

Dδring,ibid.S.4undS.56.

Art.Bevδ 】kerungswesen,IV.DerEit)flussdesKriegesaufdieBevδ1kerungs-

1〕ewegungunddenBev61kerungsstand,vonChriStianD6ring(HandwδTterbuch

vg1.d.staatswissenschaftenBd.II,Jena19244.Au乱S.697-728)・-Karl

Oldenberg,DerBev61kerungsverlustimWeltkrieg.EinLiteraturbericht.(Son-

derabdruckausschmollersJahrbuch,Jahrg.49.1{eft3・Ig25・s・73-135)
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響

ゴ
般
を
窺
知

せ
し
む
る

に
は
足
る

で
あ
ら
う
し
、

又
、

欧洲大職 の人命損害

計出 産 狽死 亡 増
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計総

か

」
る
職

醐

に
直

面
し

つ

、
あ

つ
た
交

職
諸
國

、
別
し

て
ド
イ
ツ
や

フ

ラ

ン
ス
の
國
内

に
於

て
當
時

の
學
者

や
論
客

が

い
か
に
眞
劒

に

「
人

ロ
問
題
」
を
論
じ
合

つ
た
か
を
想
慷

せ
し
む
る
に
は
充
分

で
あ
ら
う
。

し
か
も

こ

、
で
想

ひ
合

さ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
、
大
職
當
時

に
於

け
る

「
人

口
問
題
」

の
重
大
さ

に
は
更

に
、
職
前
数
十
年
來

持
ち
越

し

た
る
出
産
率
減

退
問
題

が
加
は

つ
て
ゐ
た
こ
と
で
あ

る
。

別

の
機

の

會

に
詳
論

せ

る

如
く

、

フ
ラ

ン
ス
は
早

く

も

十
九
世
紀

の

前
葉

よ

り
,
残
り

の

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
圭
要
諸
國
は
そ

の
末
葉
よ
り
減
退

の
兆
を

現
は
し
た

の
で
あ

つ
て
、
世
界
市
場
を
続

つ
て
イ
ギ
リ

ス
と

の
間

に

産
業

的
覇
槽

を
争

ひ
つ

、
あ

つ
た

ド
イ
ツ

で
さ

へ
が
こ

の
世
紀
轄
換

期
以
來

、
學
者
は
出
産
率
減

退
問
題

を
日
程

に
上
し

つ

」
あ

つ
た
。

か
く

て
、
敏
洲
大
職
は
諺
大
な

る
人
間
生
命
を
喪
失
せ
し
む

る
と
共

に
、
出
産
率

上
昇

に
よ

る
常

則
的
な
自
然
的
人

口
恢
復
を
殆

ん
ど
絶

望

的
な
ら
し
む

る
の
で

は

あ

る

ま

い
か
、

と

い
ふ

の
が
朝
野

に
滋

り
渡

つ
た
最

大
不
安

の
國
家
問
題

の

一
つ
で
あ

つ
た

の
で
あ
る
。

欧
洲
大
戦
當
噂
に
於
け
る
ド
イ
ツ
學
者
の
入
ロ
問
題
魏

(
南
)

一
コ

5)拙 著 ・入口理論 と國際貿易(昭 和 【3年{o月大同書院刊)第 七章 「世界入口の"

趨勢 とその再生産過程」謬照o



一

一
二

さ

て
、
か
く

の
如
き
人

ロ
統
計
上

の
異
愛

を
背
景

に
し

て
大
戦
當
時

、
多
く

の
學
者

・
論
客

の
稜
表

せ
し
意
見

や
封
策
が
お

し

な

ぺ
て
い
か
や
う

の
方
向

に
向

い
て
ゐ
た
か
は
談
者

の
よ
く
察
知
し
得
ら
る

、
所

で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
政
治
家

や
軍
人
や
署
學
者

の

の
見
解
は
特

に
取

り
立

て

」
述

べ
る
迄
も
な

い
が
、
博
識

の
経
濟
學
者

ジ
ー

ド
敷

授

で
さ

へ
大
職
第

三
年
春

の

一
論
文

に
於

て
、

「
吾

々
が
目
下

の
大
職
争

に
よ

つ
て
最

も
痛
切

に
學

ん
だ
敷
訓
は
、

つ
ま
り

一
國

の
優

勝
は
ま
つ

そ

の
人

口
数

の
大
な
る
こ
と

に

よ

つ
て
定
ま
る
と

い
ふ
こ
と
で
あ
る
。

一
國

の
人

口
数

の
大
な
る
こ
と
は
、
蕾

に
戦
場

に
於

て
直
接

に
そ

の
國

の
優
勝
を
詮
明
す

る

の
み
な
ら
す
、
中
立
國

の
意
向

や
世
界

の
輿
論

の
上

に
及
ぼ
す
影
響

に
於

て
も
亦
こ
れ
を

示
し

て
ゐ
る
」

と
読

い
た

の
で
あ

つ

た
。

か
く

て
何
よ
り
も
ま
つ
人

口
歓
損

の
迅
速
な

る
補
給
を

、
人

ロ
減
退

の
急

速
な
る
挽

回
を

、
と

い
ふ
の
が
大
職
當
時

の
人

口

政
策

の

一
般
論
調

で
あ

つ
た

こ
と
は
至
極
當
然
な

こ
と
で
あ
る
。
當
時

日
本

に
於

て
も

同
様

の
意

見
が
多
く
現
は
れ
て
ゐ
た

が
、

就

申
興
味

ふ
か
き
は
経

濟
論
叢

『
マ
ル
サ

ス
生
誕
百
五
十
年

記
念
號
』

に
寄

せ
ら
れ
た
る
小
川
博

士

の

一
論
文

『
欧
洲
職
後

の
人

わ

口
』

で
あ
る
。
博

士
は
そ

の
結

末

に
於

て
、

「
然

ら

ば

其
職
後

に
於
け

る

人

口
政
策

は
如
何

と
云

ふ
に
、
人

口
増
加
と
云

ふ
こ

と
、
如
何

に
優
れ
た
る
人
を
増

さ
ん
か
と
云
ふ
こ
と
に
節
着

す
る
。
是

に
至

て
職
後

の
人

口
問
題

は
、
人

ロ
の
多

き
に
窮
す

る
と

表

ふ
問
題

で
な
く
、
却

て
其
反
封

に
向

て
走

る
問
題

で
あ
る
こ
と
を
知
る

ぺ
き

で
あ
る
。

マ
ル
サ
ス
を
地
下
に
起

し
之
を
見

せ
し

め
た
な
ら
ば
、
夫

れ
之

を
何

と
云
ふ
で
あ
ら
う
か
」

と
述

べ
ら
れ

て
ゐ
る
の
で
あ

る
。

か
く

の
如
き

一
般
論

調

の
沸
騰

せ
る
中

に
あ

つ
て
、
し
か
も
、
か

の
ド

ェ
リ

ン
グ
氏

の
調
査
速
報

に
よ
れ
ば
批

丁

の
職
死

・
國

民

死
亡

の
増
加

・
及
び
出
産
減
少
を
加
算

し

て
ド

イ
ツ

一
國

だ
け
で
も
實

に
六
百
三
十
高

の
人
命
損
害

と
稻

せ
ら
れ

て
を
る
営

の

6)CharlesGide,Iareconstitutiondelapopulationfrangaise(RevueTnternationale

deSociologie,Mars1916).・ 一 経 濟 論 叢3巻5號(大 正5年II月)t:来 田 庄太 耶

氏 の 紹 介 丈 あ リ0

7)小 川郷 太 耶 氏 ・欧 洲 戦 後 の 入 口(経 濟 論 叢2巻5號 、 マ ル サ ス生 誕 百 五 十 年 記

念 號 、 大 正5年5月)。



も

も

"
イ

ツ
に
於
て
、
若
し
も
鼓

に
少
敦

の
學
者

が
あ
り
、
そ
し

て
今

こ
そ
は
ド
イ
ツ

に
人

口
過
剰

の
危
機

が
到
來

し

つ

、
あ

る
と
読

き
出

で
た
と
す
れ
ば
、
世
人
は

こ
れ
を
何
と
目
し
た

で
あ
ら
う
か
。
然

し
な

が
ら
i

私
見

に
よ
れ
ば
ー

こ
れ
ら
少
数

の
學
者

こ
そ
人

口
問
題

の
眞
實

の
意
味
を
把
捉
し

て
ゐ
た

の
で
あ

つ
て
、
世
人
は
職
後

,
爲
替
滲
落

の
牛

面
に
勢
働
大
衆

の
實
質
賃
銀

が

低
下
し
、
廻
り
廻

つ
て
世
界
恐
慌
期

に
入
り
大
職

に
よ
る
人
命
損
害

と
正

に
相

ひ
匹
敵

せ
る
室
前

の
雇
大
な

る
失
業
者

を
街
頭

に

投
げ
出
す

に
至

る
迄
、

こ
れ

ら
少
数
墨
者

の
慧
敏

な
る
洞
察
を

理
解
し
得
な
か

つ
た

の
で
は
な
か
ら
う
か
。
兎
ま
れ
、

こ
れ

ら
少

数

の
學
者

に
罵

し
て
ゐ
た

の
は

ケ
ル

ン
聲

科
大
學

の

ロ
ェ
ン
ネ
博
士
、
及

び
當
時

フ
ラ
イ

ブ
ル
ク
大
學

の

モ
ム
ベ

ル
ト
教
授
等

で

あ

つ
た
や
う
に
思
は
れ

る

の
で
あ

る
。

以
下
そ

の
所
論

を
傳

へ
る
。

=

、

モ

ム

ベ

ル

ト

・
戦

後

の

人

ロ
政

策

(
一
九

一
六
年
)

め

人

口
學
者

と
し

て
の

モ
ム
ベ

ル
ト
教
授

の
活
動

は

一
九
〇
七
年

の
虚
女
作

『
ド

イ
ツ
人

口
動
態

の
研
究
』
を

以
て
始
ま

つ
て
ゐ

る

が
、
よ
り
包
括
的
な
る

一
般

人

ロ
理
論
的
基
礎

に
於

て
職
時

の
ド

イ
ツ
人

口
問
題

を
取
扱
う
た
最
初

の
著
作

は
、
大
職
第

三
年

29

に
、
當
時
從
軍
申
睨
稿

し
た
と
瑠
す

る

一
書

『
戦
後

の
人

口
政
策
』

で
あ
る
。

本
書

に
於

て
著
者

は
ま
つ
、
人

口
問
題

の
核

心
は
人

口
と
経
濟

と
の
關
聯

に
あ
る
と

の
根
本
見
地
を
表
明
力
読
す
る
。

「
若

し

一
國
に
於
て
ー

人
口
増
加
を
全
く
顧
慮
し
な
い
で
ー

國
内
の
財
生
産
の
人
口

一
人
當
り
の
牧
穫
が
上
昇
す
る
な
ら
、
食
糧
飴

裕

(Z
聾

旨
農

。・畳

。ぐ
碧

ヨ
)
換
言

す

れ

ば
當

該

國

又

は
當
該

國

民
経

濟

の
人

口
包
容

力

(⇔6
。
<
蟄
冨

噌
§

伊q
。・ぎ
冨
斗

隅
O

は
上

昇

せ
る

欧
洲
大
戦
當
時

に
於
け
る
ド
イ
ツ
學
者
の
入
ロ
問
題
観

(
南
)

一
一
三
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一

一
四

も

の
と
云
は
れ
る
。

こ

の
表
現

の
下
で
は
…
…
つ
ま
り
國

内
人

口
数
と
國
民
的
財

生
産

の
大
小
と

の
關
係

が
理
解

さ
れ

て
ゐ
る
の

で
あ

つ
て
、
財
生
産

の
大
小
は
結
局
、
直
接

叉
は
間
接

に
、
全
人

口
の
生
活
程
度

の
高
低

に
鍬
す

る
前
提
を
爲
す

も

の
で
あ
る
。
」

從

つ
て
人

口
は
増
加
す
る
と
も
食
糧
饒

裕
に
し

て
少
く

と
も
前
者

に
比
例
し

て
援
大
す
る
な
ら
ば

問
題

が
な
く

、
反
封

に
食
糧
饒

裕

の
上
昇

が
人

口
の
増
加

に
及
ば
な

い
か
或
は
人

口
の
減

退
以
上

に
減
退
す

る
な

ら
ば
問
題

が
起

る
。
前

の
場
合

を
経
濟
的
進
歩

と
云

ひ
、
後

の
場
合
を
経
濟

的
退
歩

と
云
ふ
。

「
か
く

て
人

ロ
増
加
は
肚
會
政
策
的

に
は
、
即
ち
生
活
程
度

の
瓢

に
關

し
て
は
有

利

に
も
不
利

に
も
作

用
し
得

る
。

お
し
な

べ
て
F
イ
ツ
に
於

て
は
最
近

の
数

十
年
間

、
前

の
場
合

が
事
實

で
あ

つ
た

と
云

へ
る

で

あ

ら
う
。
」

然

る
に
大
戦

と
關
聯
し
て
,
或

は
大
職
前
か

ら
既

に
、
多
く

の
學
者
政
治
家

は
ド
イ

ツ
出
産
力

の
減
退
を
憂

へ
、
結

婚

の
奨
働
、
産

兜

の
奨
働
を
論

じ
つ

穿
け
た
。
そ
れ
等
は
し
か
し
多
く
食
糧
蝕
裕

と

の
關
聯
を

洞
察

せ
ざ
る

メ
ル
カ

ン
テ
ィ
リ

ス

ト
的
見
解

に
過
ぎ
な

か

つ
た
。
ー

「
善

意
と
組
國
愛
だ
け

で
は
何

ら
人

口
政
策
を
行

ひ
得
な

い
。
人

口
政
策

に
は
、
部
分

的

に
は

わ

今
後
非
常

に
困
難
と
な

る

べ
き
経
濟
封

人

ロ
間

の
關
聯

へ
の
洞
察

も
亦
加
は
ら
ね
ば
な
ら
な

い
。
」

も

も

へ

も

り

進
み
て
著
者
は
、
謂
ゆ
る
食
糧
蝕
裕
i

本
稿
に
於
て
は
以
下
こ
れ
を
人
口
扶
養
力
と
呼
ば
う
ー

の
概
念
を
分
析
し
、
廣
狭

二
義
に
於
け
る
人
口
扶
養
力
と
、
絶
封
的
及
び
相
封
的
意
義
に
於
け
る
人
ロ
扶
養
力
と
、
更
に
客
観
的
及
び
主
観
的
意
義
に
於
け

の

る
人

ロ
扶
養
力
と

の
三
通
り

の
匠
別
を
行

ひ
、
こ
れ

に
基

い
て
ド

イ
ツ
國
民
輕
濟

の
批
判
的
考
察

に
移

つ
て
ゐ
る
。
思

ふ
に
國
際

交
通

の
開

け
た

る
現
代

に
於

て
は
何
盧

の

一
國
と
難
も
そ

の
人
口

の
扶
養
を
自
國
内

の
財
生
産

に
の
み
頼

る
も

の
は
な
く

、
多
か

れ
少
な
か
れ
他
國

と

の
財

の
交

易

に
依
頼

し

て
ゐ
る
が
、

こ

の
他
國

に
依
頼
す

る
部
分
を
も
含

め
た

る
も

の
が

「
廣
義

の
人

口
扶

3)Mombert,Bevδlkerungspolitik,S.3-6.

4)Mombe虻,Bev61kerungspolitik,S・7-12・



養
力
し

で
あ

る
。

い
ま
、
こ

の
見

地
よ
リ
ド
イ

ツ
職

前

の
封
外
貿
易
を
楡
す

れ
ば
(次
衷
塗
照
)
、
輸
出
入
総
額
は

一
八
八

一
-

八
五
年

よ
り

一
九

一

一
1
・
一
三
年

に
至

る
期
間

に
六
十
二
億

マ
ル
ク
よ
り
百
九
十
四
億

マ
ル
ク

に
、
そ
し

て
入
超

額
は

一
八
八
六
-
九

〇
年
よ
り

一
九

一
一
1

=
二
年

に
至

る
期
聞

に
三
億

一
千
四
百
萬

マ
ル
ク
よ
り
十
四
億
五
百
萬

マ
ル
ク

に
増
大

し
た
。

一
八
八

一
-
八
五
年

に
は

輸
出

は
な

ほ
輸

入
よ
り
も
大

で
あ
り

、
貿
易
差
額

は
ア
ク
テ
ィ
ヴ

で
あ

つ
た
。
品
目

に
つ
い
て
見

れ
ば
、
輸
入

の
う
ち
工
業
製
品

も
増
大
し
た

が
、
し
か
し
よ
り

一
暦
急
激

に
増
大
し

つ

、
あ

つ
た

の
は

工
業
原
料

晶
と
食
糧
及
び
嗜
好
品

で
あ

り
、

こ
れ

に
封

し

て
ド

イ
ツ
は
主
と
し

て
工
業
製
品

の
輪
出
を

以
て
賄

つ
て
ゐ
た

の
で
あ

る
。
食
糧

及
び
嗜
好
品

の
輸
出
は

一
九

〇

一
年

以
降
相
封

的

に
ほ

讐
固

定
し
て
ゐ
た
。
た

讐
實
歎

に
於

て
約

二
倍

と
な

つ
た

に
過
ぎ

ぬ
。
蝕

か
ら
吹

の
如

く
云

へ
る
ー

「
狭
義

の
人

ロ
扶
養

力
を
ド

イ
ツ
國

内

に
於

て
全
く
本
格
的

に
高

め
る
可
能

性
は
種

々
あ

る
と
し

て
も
省

ほ
且

つ
他
國

に
依
頼
す

る
範
園
は
非
常

に
大

で
あ

る
の
で
、
氣
候

そ

の
他

の
理
由
か
ら

ド
イ
ツ
で
全
く
獲
れ
な

い
も

の
を
除

い
て
去
ふ
も

、
こ

の
輸
入

の

一
大
部
分
は
將
來

こ

れ
を
訣

く
こ
と

の
出
來
な

い
も

の
だ
と

い
ふ
こ
と
は
全
く
判
り
切

つ
て
ゐ
る
◎
」
「
鼓

に
確

か

に

一
の
悲
劇
が
存
す

る
。
」
「
ド

イ
ツ

の
國
家
的
並
に
政
治
的
自
存

の
理
由

よ
り
す
れ
ば
吾

々
は
能

ふ
限
り
強
大
な
る
人

口
檜
加
を
求
め

る
。
だ
が
こ
れ
を
達
す
る
こ
と

多

け
れ

ば
多

い
程

、
吾

々
は
釜

々
増
大
す

る
分

量

の
原
料
と
食
糧

と
を

求
む

る
こ
と
を
除
儀
な
く

さ
れ
、
從

つ
て
吾
國

の
他
國

へ

の
経

濟
的
依
頼

は
増
大

せ
ざ

る
を
得
な

い
。

こ
の
増
大

が
政
治
的

に
も
不
利

に
働

き
か
け

る
こ
と
は
今
次

の
職

争
で
吾

々
の
知
悉

す

る
所

で
あ
る
。
か
く

て

一
方

で
は
人

口
数

の
増
大
は
吾
國

の
政
治
的
構
力
を
張
化

す

る

も

の

で

あ

る
が
、
そ
れ

は
叉
他
方

で

欧
洲
大
戦
當
時
に
於
け
る
ド
イ
ツ
學
者
の
入
口
問
題
観

(南
)

一
一
五
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出輸

計
工 業 製 品

實ml%'

食 糧 及嗜 好 品
(家畜抱含む)

實ml%

工 業 原 料 品
(牟製品奉含む)

xml%

756.8 23・9 1.730・3 54.7 624.5 19・7 3,IH.6 23.8

630.6 194 2,062.5 63.5 468.8 14.4 3,董6L9 ユ鵬}3叫.4

677.3 20.9 2.013・2 62.o 4=2・5 12.7 3,lo3.o 岨一,935・ 罵

9144 22.O 2.539・3 61.3 493・4 12.O 3.947・1 {-11,116.4

1,226.1 23・9 3・305・7 64.5 484.o 9.5 5,015.8 こ一11ρ81.1

1,668.9 24.8 4.425・1 65.8 640.o 9・5 6,734.o 叱一,1,642.8

2,359.o 25・9 5.754・o 64.8 880.o 9.7 8,993.o 4嶋}1,404.9

欄

、

一
=
ハ

は
、
擦

つ
て
以
て
惹

き
起

さ
る

L
経
濟
的
依
頼

の
増
大

に
よ

つ
て
政
治
的
構

力

の
弱
化
を
招
來
す
る
。
」

そ
れ
故

に
挾
義

の
人

口
扶

養
力
は
た
と

へ
些
少

で
あ

つ
て
も
こ
れ

を
援

大

す
る

こ
と
は
非
常

に
望
ま
し

い
わ
け

で
あ

る
。
け
れ
ど
も
假
り

に
輪
入
を
減

じ
た

と
す
れ

ば
ど
う
な
る
か
。
そ
れ
は
輸
出
を
減
ナ

る
こ
と

に
な
る

の
は
自

明

で
あ
り
、
從

つ
て
叉
増

加
す
る
人

口
を
扶
養
し
得
な

い
に
至
る
。
特

に
工

業
製

晶
の
楡
入
が
前
述

の
期
間

に
六
億
三
千
五
百
萬

マ
ル
ク
よ
り
十
五
億
八

百
萬

マ
ル
ク
に
増
大

し
た
こ
と
は
、
比
率

の
上

で
は
兎
も
角

と
し

て
、
壇

加

す
る
人

ロ
の
た
め
に
は
必
要
な
る
輸
入
増
加

で
あ

つ
た
。
否

、
管

に
楡
入
だ

け
で
は
な
く
輪
出

も
亦

、
人

ロ
増
加

の
基
礎

と
な
る
も

の
で
あ
る
。
け
だ
し

國
内

で
獲
ら
れ

た
る
及
び
他
國
よ
り
輪
入

せ
る
原
料
で
工
業

製
品
を
造

り
、

こ
の
製
品
申

に
投
下
さ
れ
た

る
勢
働

で
よ
り
高

き
債
値
を
賦
與

せ
し

め
、
こ

れ
を

以
て
他
國

よ
り
楡
入

せ
る
原
料
及
び
食
糧

の
支
梯

に
充

て
る
と

い
ふ
方

法
に
よ

つ
て
、
増
加
す

る
人

口
に
勢
働
機
會

と
利
潤
獲
得

の
可
能
性
と
資

本

構
成

の
手
段
と
を
與

へ
得

る
の
で
あ

つ
て
、
こ

の
關
聯

の
申

に
原
料
及
び
食
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ツイド

年 華 均

輸 入

工 業 原 料 品
(牛製品な含む)

工 業 製 品 食 糧 及嗜好 品
(家畜か含む)

計
實 歎1% 賓 剃% 賓 歎1%

且88竃一85
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=896--oo
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糧

と
工
業

製
品

と
の
國
際
的
交
易

の
人

口
政
策

的
意
義

が
横

は
つ
て
ゐ
る
。

か
く

て

「
経
濟

の
現
段
階

、
即
ち

一
般

に
李
和
時

に
は
需
要

に
慮

じ
た
る

量

の
食
糧
を
他
國

か
ら
獲

る
可
能
性

の
開
け

て
を
る

一
図
民

に
あ

つ
て
は
、

人

口
過
多

、
換
言
す
れ
ば
人

ロ
扶
養
力
過
少

の
作

用
は
、
も

は
や
往
時

に
於

け
る
如
く
食
糧

の

一
般
的
訣

乏
と

い
ふ
形
態

で
は
現
は
れ
す
、
實

は
螢
働
機

會

の
嵌

乏
と
な

つ
て
現
は
れ
る
。
世
界
経
濟

の
時
代

に
於

て
は

人

口
増
加

に
、
特

に
勢
働
可
能
年
齢

に
於

て
そ
れ

が
増
加
す

る
程
度

に
慮
じ

て
、
充

分

な
る
報
償

の
伴

ふ
勢
働
機
會
を
得

さ
せ
る
こ
と
が
出
來

る
所

で
は
、
人

ロ
の

過
多

は
起

り
得
な

い
。
現
代

に
於

て
飢
餓

に
苦

し
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
人
間

が
存

す

る

の
は
食
糧

が
訣

乏
す

る
た
め

で
は
な
く

て
、
實
は
報
償

の
伴

ふ
勢
働
機

會

が
映
乏

せ
る
か
叉
は
不
充
分
な

る
結

果
、
必

要
な
る
食
糧

を
購

ふ
貨
幣
手

段

が
訣
け

て
を

る
か

ら

で
あ

る
。

こ
の
理
由
よ

り

し

て
、
吾

々
に
と

つ
て

は
、
入

口
扶
養

力

の
損
大
及

び
安
固

は
充
分
な

る
且

つ
豊

か

に
報
償

せ
ら

る

る
勢
働
機

會

の
造
出

及
び
安
固

と
同
意
義

で
あ
る
。
」

從

つ
て
こ
の
見

地
よ

り
し

て
特

に
肝
要
な

る
事
柄

は
、
輸
出

品
申
出
來

る
だ
け
大
き
な
割
合

が
、

欲
洲
大
戦
當
時
に
於
け
る
ド
イ
ツ
學
者
の
人
口
問
題
観

(爾
)

剛
岡
七



】

一
八

種

々
な
る
生
産
段
階
を
通
過
す

べ
き
工
業
製
品

か
ら
成

立

つ
て
を

る
と

い
ふ
こ
と

で
、

「
要
す

る
に
他
國

と
の
交
易

に
現
は
れ

る

一
國

の
人
ロ
扶
養
力

の
大
小

は
そ
の
國

の
喩
出

が
工
業
製
品

か
ら
、
別

し
て
多
量

の
勢
働

が
包
含

さ
れ

て
を
る
如
き

工
業
製

品
か

ら
成
立

つ
程
度

に
慮
じ

て
増
大

す
る
。
」

然

る
に
こ
の
観
鮎

よ
り
す
れ
ば
ド

イ
ツ
貿
易

の
近
年

の
稜
展
は
必
す
し
も
有

利
で
は
な

か

つ
た
。
楡
出
額
中

工
業
製

品

の
占
む
る
割
合

は

一
九
〇

六
1
0
七
年

六
七

・六
%
、

一
九
〇

八
ー
〇
九
年
六
四
・
七
%
、

一
九

一

の

0
1

一
一
年

六
四
・
二
%
、

一
九

一
ニ
ー

=
二
年
六
四
・
O

%
と

い
ふ
風

に
寧
ろ
減

少
し

つ

、
あ

つ
た

の
で
あ
る
。

次

に
今

一
つ
、
ド

イ
ッ
近
年

の
人

ロ
動
態
及
び
こ
れ

に
影
響
を
與

へ
ん

と

す

る

方
策

の
検
討

に
封
し
て
重
要
な
る
も

の
と
し

て
著
者

の
指
摘
す
る

の
は
、
客
観
的
及
び
主
観

的
意
義

に
於
け
る
人

ロ
扶
養
力

の
概
念

で
あ
る
。

こ
れ
は
生
活
程
度
を
考
慮

に
入

れ

た
も

の
で
あ

つ
て
、

「
人

ロ
扶
養
力
は
客
観
的

に
は
同
じ

で
あ

つ
て
も
、
主
観
的

に
は
即
ち
人
間

の
意
慾
と
欲
望

と
に
關

は
ら

し
め

て
云

へ
ば
可
攣

的

で
あ

る
。
」
換
言

す
れ
ば
、
「
客
観

的
意
義

に
於

け
る
人
口
扶
養
力

と
は
現
存

の
生
活
資

料
と
人
間

の
生

理

的
に
必
要
な
る
欲
求
と
の
關
係
で
あ
り
、
主
観
的
意
義
に
於
け
る
人
ロ
扶
養
力
と
は
現
存
の
生
活
資
料
と

一
定
の
i

無
論
攣
化

の

は
す
る
が
ー

生
活
程
度
に
基
け
る
人
聞
の
欲
求
と
の
關
係
で
あ
る
。」

ド
イ
ツ
の
婚
姻
牽
が
前
世
紀
末
か
ら
低
下
傾
向
を
現
は

し
、

一
八
七

一
ー

七
五
年

の
九

・
四

(
入
口
千
に
つ
§
)
よ
り

一
九

=
二
年

の
七

・七

に
ま
で
低
下

し
た
事
情

は
、
右

の
主
観
的
意
義

に
於
け

る
人

口
扶
養
力

の
狭
隆

化

に
よ

つ
て
読
明
せ
ら
れ
ね
ば
な

ら
な

い
し
、
更

に
叉
、
近
年

に
於
け
る
出
産
率

の
低
下

に
は
嚴

密

に
云

つ
て
繁
殖
能
力

の
減
退

と
繁
殖
意

思

の
減

退
と
が
同
時

に
作

用
し

て
ゐ
る
と
見
ら
れ
得

る
け
れ
ど
も
、
繁

殖
意
思

の
減

退

に
は
矢
張
り
主
槻
的
意
義
に
於
け
る
人
ロ
扶
養
力
の
狭
隆
化
・1

大
家
族
の
経
濟
的
員
櫓
ー

が
主
役
を
演
じ
て
ゐ
る
。
從
つ
て

5)Mombert,Bev61kerungspolitik,S.23-37。

6)Mombert,Bevδ1kerungspolitik,S.11.-12.



婚
姻
率
及
び
田
産
率
を
高
め
ん
と
す
る
人
口
政
策
は
何
よ
の
も
租
税
政
策
に
よ
つ
て
、
今
日
多
産
家
族
に
多
く
背
負
は
さ
れ
て
を

ハ

る
経
濟
的
歴
迫
を
均
分
化
す

る
こ
と
を

目
指
さ
ね
ば
な
ら
な

い
。

要
す
ゐ
に

「
ド

イ
ツ
の
富
は
最

近

の

一
世
代
間

に
、
過
去

一
世
紀
間

に
も
嘗

つ
て
な
か

つ
た
程
の
速
さ

で
増
大
し
た
。
人

ロ
の

凡
ゆ
る
階
暦

に
於
け

る
生
活
程
度

は
強
大
な
る
膨

脹
を
維
験
し
た
。
狭
義

に
於
け

る
人

口
扶
養

力
は
農
業

の
進

歩

に
基

い
て
本
格

的

に
増
大

し
た
。
但
し
人

口
数

は
そ

れ
以
上

に
彊
力

に
増
加
し
た

の
で
吾
國

の
需
要

の
釜

々
増
大
す

る
部
分

は
他
國
よ
り
獲

ら
れ

ね
ば
な
ら
な

か
つ
た
。
廣

義

に
於
け

る
人

ロ
扶
養
力
も
増

大
し
た
。
技

術
の
大
進
歩
、
國

民
勢
働

の
生
産

力

の
増
大
、
我
國
商
業

の
嶺
展
は
、
食
糧

及
び
嗜
好
品
を
釜

々
増
加
す

る
程
度

で
他
國

か
ら
輪

入
す

る
こ
と
を
可
能
な
ら
し

め
た
。

し
か
も

こ
れ

に
よ
つ

て
ド
イ
ツ

の
富

の
増
加

が
今
日
ま

で
不
利
な
る
影
響
を
受

け
る
と

い
ふ
こ
と
に
は
な
ら
な

か

つ
た
。
然

る
に
部
分

的

に
は
、
出
産

牽
減

退
と

い
ふ
事
實

に
現
は
れ

て
を

る
や
う
に
、
主
観

的
意
義

に
於
け

る
人

口
扶
養
力

が
減
退

せ
る

こ
と
、
即
ち
人
間

の
欲
求
が

全
髄
と
し

て
の
人

口
扶
養
力

に
比
し

て
よ
り
急
遽
且

つ
強
力

に
増

大
し
た
と

い
ふ
、
異
常

に
強
大
な
る
傾
向

が
観
取
せ
ら
れ
る
。

而

し
て
こ
の
主
観
的
契
機

に
、
即
ち
人
間

の
こ
の
意
慾
と
欲
求

と
に
出
産
率
減

退

の
主
原
因

が
横
は

つ
て
を
り

、
そ
し

て
こ
の
傾

め

向

の
稜

展
と
強
化
と
に
ド
イ
ツ
將

來

の
人

口
増
加
上

の
根
本
的
危
瞼

が
伏
在

し
て
ゐ
る
。
」

か
く

し
て

モ
ム
ベ

ル
ト
教
授

は
既

に
、
職
前

の
数

十
ヶ
年
間

に
、

一
に
は
外
國
貿
易
上

の
構
造

の
攣

化
か
ら
、
又

一
に
は
生
活

程
度

の
異
常

の
上
昇
か
ら
、
廣
義

に
於

け
る
人

ロ
扶

養
力

と
主
槻
的
意
義

に
於
け
る
人

ロ
扶

養
力
と
が
、
前
者

は
韓
微
な
が
ら
而

し

て
後

者
は
非
常

に
、
狭
隙
化
し

つ

亀
あ

つ
た
事
情

を
解

明
し
、
ド

イ
ツ
人

口
の
將
來

に
横

は

る

「
根
本
的
危
瞼
」
を
さ

へ
指
摘

欧
洲
大
戦
當
時
に
於
け
る
ド
イ
ツ
學
者
の
人
口
問
題
魏

(南
)

一
一
九

7)Mombert,Bevδ1kerungspolitik,S.7i繭95.
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一
二
〇

し
た
。
然

し
な
が
ら
軍
事
行
動

の
な
ほ
著

し
く
ド

イ
ツ
側

に
有

利
で
あ

つ
た
本
書

執
筆

の
當
時

と
し
て
、
ド

イ
ツ
人

口
扶
養
力

の

援
大

に
な
ほ
多
分

の
希

望
乏
期
待

と
を
繋
ぎ
、
職
果

と
し
て
の
領
土

の
捜

大
を
さ

へ
読

い
て
ゐ
た

の
で
あ
る
。

-

三

、

ロ
ェ
ン
ネ

・
國
民
経
濟
的
馨
學

的
見

地
よ
も
見

π

る

ド
イ

ッ
の
人

口
壇
加
と
人

口
政

策

(
一
九

一
七
年
)

そ

の
翌
年

の

こ

と

で
あ

る
。

経
博

・
腎
博

の

ロ
ェ

ン
ネ
氏

は

『
國
民
経
濟
的

・
留

學
的

見
地
よ
り
見
た
る
ド
イ
ツ
の
人

口
政

め策
』
を
嚢
表
し
た
。
そ

の
最
初

の
二
章

で
記
述

せ
ら
れ

て
を

る
人

口
統
計
的
取
扱

は
鼓
で
割
愛
す

る
。
興
味

あ
る
は
第

三
章
以
下

の
國

民
維
濟
的
見

地
よ
り
す

る
問
題

の
取
扱
で
あ

る
。

氏

は
云
ふ
、

「
然

し
肝
要
な
る

こ
と
は
軍
に
、
人

ロ
の
増
加
は

い
か
な
る
犠

牲
を
梯
う

て
も
促

進
す

べ
し
と

い
ふ
こ
と
で
は
な

い
。

こ
れ

に
必
要
な

る
前
提

と
し

て
國
家

の
探

る
べ
き
方
策

は
、

よ
り
大

な

ら

ん

と

す

る
人

ロ
を
良
く
養

ふ
と
い
ふ
こ
と
で
あ

る
。

人
口
の

一
大
部
分

に
は
絶

え
す
食
糧
問
題

の
勢
苦

が
あ
り
、
生
活
資
料
調
達

の
困
難

に
悩
ん

で
ゐ
る
。

そ
し
て
人

口
の
大
多

数
は
殆

ん
ど

日
が
な

一
日
、
そ

の
日

の
糧

の
た
め

に
働

い
て
ゐ
る

の
で
あ

る
。
」

一
八
八
〇
1

八
二
年

に

ζ
島
ξ
崔

の
計
算

せ
る

所

で
は
、
國
民
所
得
中
食
費

の
占
む

る
割
合
は
最
富

裕
暦

に
於

て
三
十
七
乃

至
三
十
八
%
、
然

る
に
最
貧
麿

で
は

六
十
%
に
上

つ

て
ゐ
る
。

か
く

て
國
民

は
貧

し
け
れ
ば
貧

し

い
程
釜

々
多
く

の
所
得
部
分
を
食
費

に
投
す

る

の
で
あ

つ
て
、
同
じ
こ
と
は
子
女
激

の
多

い
家
庭

に
當

て
は
ま
る
。

そ
れ
故

に

「
食
糧
簡

題

は
凡
ゆ

る
國

民

の
最

重
要
な

る
問
題

で
あ
る
。

こ
の
問

題

に
し

て
適
営

に

軍)FriedrichMnne,DeutschlandSVolksvermehrungundBev61kerungspolitikvom

nationa16konomisch・mediZinischenStandpunkt.Wiesbadenigt7.一 内務 省 地
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解
決

せ
ら
れ
た
な

ら

ば
他

の
生
命

的

に
重
要
な
る
國
家
問

題
、
就
中

人
口
問
題

の
解
決

に
封
す

る
第

一
の
根
本
條
件

が
供

せ
ら
れ

た
と
云

へ
る
。
食
糧
問
題
は
既

に
平
時

に
於

て
も
國

民
大
衆

の
根
本
間
題

で
あ
る
が
、
職
時

に
於

て
は
事
情

に
よ
つ
て
國

民
全
髄

の
存
亡

を
決
す

る
も

の
と
な
る
。
果

せ
る
哉
今
次

の
大
職

に
於
て
吾

が
敵
國
は
ド

イ
ッ
國

民
を
飢
餓

に
よ

つ
て
屈
服

せ
し
め
ん

こ

乏
を
希

つ
た

の
で
あ
る
。

か
く

て
國
家

は
凡
ゆ
る
犠

牲
を
梯

つ
て
出
産
奨
鋤
を
行

は
ん
と
す

る
前

に
、
先
づ

こ
れ

に
慮

じ

た
る
食

糧

生
産

の
壇
大
と

い
ふ
経

濟
的
前
提
を
創

り
出
さ

ね
ば
な
ら
な

い
。

モ
ム
ベ

ル
ト
の
言
葉

を
借

り
て
云
ふ
な
ら
、

『
國
民

の
闘
雫

は
食
糧

除
裕
を
中

心
と
し

て
、
或

は
同
じ

こ
と

で
あ

る
が
人

口
包
容
力
を
中

心
と
し

て
、
旋

廻
す

る
』

の
で
あ
る
。
」

鼓
に
於
て
著
者

ロ
ェ
ン
ネ
氏
は

「食
糧
絵
裕
」
ー

人
ロ
扶
養
カ
ー

の
概
念
、
及
び
そ
の
廣
狭
二
義
に
於
け
る
匠
別
を
読
明

す
る
。

要
旨
は
前
掲

モ
ム
ペ

ル
ト
氏

の
所
論

と
抵

讐
同
じ

い
。
進

み
て
著
者

は
ド
イ
ツ
の
人

回
増
加
が
職

前
既

に
狭
義

の
人

ロ
扶

養
力
を
遙

か

に
超

え
て
ゐ
た

こ
と
、
し
か

し
他
方

で
こ
れ

は
釜

々
増
大
す

る
勢
働
力

の

一
源
泉

で
あ

つ
た

こ
と
を
指
摘

し
て
、
ド

イ

ツ
が
こ
の
勢
働

力
を

、
敏
十
億

に
上

る
輪
入
を

介
し

て
、
國
民
財
産

を
減

ぜ
し
む

る
こ
と
な
し

に
寧

ろ
反
封

に
資
本
構
成

に
充

當

し
得
る

や
う
に
利
用
し
た
所
以
を
読
く
。
即
ち

「
吾

々
は
先
づ
吾
國

の
勝

れ
た

る
科
學

と
技
術
と

の
た
め

に
世
界
專
費

と
も
稻

せ
ら
れ
し
大
量

の
商
品
、
例

へ
ば

ア

昌
リ

ン
染
料
を
楡
出

し
た
。

し
か
し
吾

々
は
次

い
で
何

よ
り
も
吾
國
勢
働
力
を

,
原
料

の
形

で
他
國
よ
り
楡
入

せ
る
商
品

の
完
成
化

に
充
當
し
、

こ
れ
を
完
成
品

の
形

で
再
び
他
國

に
楡
出
し
た
。
楡
禺
品

の
質
が
高

ま
れ
ば

高
ま

る
程
、
特

に
個

々
の
原
料
が
完

成
品

に
至
る
迄

に
よ
り
多
量

の
勢
働
を
要
す
る
生
産
行
程
を
通
過

せ
ね
ば
な

ら
な
く
な
れ
ば

な

る
程

、
即
ち
完
成
品
迄

の
所
要
勢
働

量

が
高
ま
れ
ば
高
ま

る
程
、
楡
入
は
原
料

の
楡
幽

に
よ

つ
て
で
は
な

く
主

と
し

て
所
要
勢

欧
洲
大
戦
當
噂
に
於
け
る
ド
イ
ツ
學
者
の
人
口
問
題
魏

(南
)

ご
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一
二
二

働
力

に
よ

つ
て
大
部
分

支
緋
し

て
な
ほ
飴
ひ
あ

る

の
で
あ

つ
た
。
鼓

に
於

て
人

口
政
策

の
任
務
は
、
原
料
及
び
牛
製

品

の
輸
出

は

禺
來

る
だ
け
少
な

か
ら
し
め
,
他
方

そ

の
加

工
精
製

に
多
量

の
榮
働

力
を

要
す

る
所

の
、
而
し

て
吾
國

の
別

し

て
勝
れ
た

る
技
術

と
科
學

と
に
よ

つ
て
牧
支

よ
く
償

ふ
所

の
多

く

の
完
製
品
を
輸
出
す

べ
く
配
慮
す

る
鐵

に
あ
ら
ね
ば
な
ら
な

い
。

更

に
亭
和
時

に
於

て
は
、
不
断

の
人

ロ
増
加

に
よ
り
勢
働
力

の
総
量
が
増
大
す

る
な
ら

ば
、
而
し
て
輸
入
原
料
及
び
食
糧
を

化

し

て
完
製

品
と
成
し
こ
れ
を
輸
出

し
て
利
を
牧

め
、
以

て
生
活
費

を
凌
駕
し
た
る
所
要
勢
働
を
通
じ

て
更

に
將
來

の
生
産

に
充
當

さ
れ
得

る
新
資

本
が
獲
得

さ
れ

る
と
す
る
な
ら
ば

、
人

口
塘
加

は

國

民
経
濟
的
見

地

よ

り

し

て

大

い
に
激

迎
す

べ
き
こ
と

で
あ

る
。
人

ロ
扶
養
力
は
或

る
程
度
完
製

品

の
輸
出

に
比
例
す

る
も

の
で
、

こ
れ
を
促
進

す
る
こ
と
は
周
到
な

る
人

口
政
策

の
根
幹

で

あ
る
。
か
く

て
人

ロ
増
加

と
狭
義

の
入

口
扶
養
力

と
封
外
的
な
通
商
關
係

と

の

聞

に
は

不
断

の
交

互
作

用
が
存

す

る

の

で
あ

つ

て
、
特

に
狭
義

の
人

ロ
扶
養
力
が
ほ

Ψ
ド
イ
ツ

の
職
前

に
於
け
る
如
く
過
少

と
な
れ

る
場
合

に
然

り
で
あ
る
。

然

る
に
こ
の
交

互

作

用

に
し
で
阻
害

せ
ら
れ
る
な
ら
ば
渦

で
あ
る
。
特

に
こ
の
蓮
環
が
破
壌

せ
ら
れ
る
な
ら
ば
そ
れ
こ
そ
大
攣

な
蝸
で
、
過
大

の
人

口
敏

に
立
脚

ぜ
る
政
治
的
椹
力

と
そ
れ

に
よ
つ
て
惹

き
起

さ
れ
た
る
経

濟
的
依
頼

と

の
矛

盾
相

刺
は
、
そ

の
完
全
な

る
、
事
情

に

恥

よ

つ
て
は
破
局
的
な

る
現
象

と
な

つ
て
現
は
れ
る
ー
」

然
る
に
ド
イ
ツ
が
そ
の
敵
國
の
飢
餓
方
策
を

一
蹴
し
て
経
濟
的
に
も
術
ほ
i

本
書
執
筆
の
當
時
に
於
て
1

職
勝
を
績
け
つ

つ
あ

る
の
は
、
著
者

の
指

摘
す

る
所

で
は

(
一
)
職
前

の
黄
金
時
代

に
著

し
く
高
ま
り
し
生
活
程
度
を
切
下
げ
た

こ
と
、

(
二
)

堅
實

な
る
國
内
農
業

の
力

、
特

に
職
時

に
於

て
他
國

と
の
競
争
止
み
し
時

に
於
け

る
そ

の
援

充
、
及
び

(
三
)
慧
敏
果
敢
な

る
ド
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イ
ツ
軍
隙

の
維

濟
工
作
、
特

に
ベ
ル
ギ
ー

・
フ
ラ

ン
ス

・
ロ
シ
ア

・
ル
r

マ
昌
ア
等

々
の
維
濟
的
並

に
職
争
経

濟
的

に
重
要
な
る

地
域

の
次

々
の
攻
略

と
資

源

の
確
保

、
に
員

う

て
ゐ
る
。

一
九

一
七
年

の
當
初

に
於

て
ド
イ

ツ
及
び
そ

の
與
國

の
占
擦

せ
る
地
域

は
、
ベ
ル
ギ
ー

・
フ
ラ

ン
ス

・
ロ
シ
ア

・
ル
ー

マ
昌
ア

・
セ
ル
ビ
ア

・
モ

ン
テ
ネ
グ

ロ

・
ア

ル
バ

昌
ア
を
通

じ

て
計

五
十
五
萬

一

千
八
百
四
十
七
平
方

キ

ロ
に
上

つ
た
。
但

し
そ

の
當

時

フ
ラ

ン
ス
人

の
手
中

に
あ
り
し

ド
イ

ツ
領
土
は
九

百
平
方

キ

ロ
、

ロ
シ
ア

人

の
手
申

に
あ
り

し
オ
ー

ス
ト
リ

ア

・
ハ
ン
ガ
リ
ー
領
土
は

二
萬

八
千

二
百
三
十

一
築
方

キ

ロ
で
あ

つ
た
か
ら

、
こ
れ
を
差
引
け

ば

ド
イ
ツ
側

の
純

占
擦

地
面
積
は
五
十
二
萬

二
千
七
百
十

六
築
方

キ

ロ
で
、
ほ

璽
ド
イ

ツ
本

國

の
面
積

に
匹
敵
し
得

る
大

い
さ

で

あ

つ
た
。

「
か

玉
る
大
獲
得
を
得
た

る
こ
と
に
樹

し

て
は
、
優
越
類

ひ
な
き
吾

が
軍
隊
並

に
そ

の
統
牽
者

に
永
久

の
感
謝
を
捧
げ

あ

ね
ば
な
ら
な

い
」

と
著
者

は
云
ふ
。
特

に

ル
ー

マ

ニ
ア
占
領

の
軍
事
的
並

に
経

濟
的
意
義

は
絶
大

で
あ

つ
た
。

然

し
な
が
ら
他
方

、
緯

々
と
押

し
寄

せ
來

た
る
ド
イ
ツ
職
時

の
食
糧

難
は
、
決
し

て
著
者

を
し

て
樂
観
的
見
解

に
絡

始
せ
し
め

な
か

つ
た
。
そ

の
末
章

の

「
反
省

と
期
待
」

に
至
る
や
著
者
は
重

ね
て
、
人

ロ
問
題

の
核

心
が
人

口
と
維
濟

と
の
關
聯

に
あ

る
こ

と
を
力
読

し
、

「
強
力
な
る
出

生
超
過

に
よ

つ
て
獲
得

せ
ら
れ

た
る
政
治
的
権

力
は
維
濟
的
依
頼

に
よ

つ
て
將

來
長
く
動

揺
を
來

た
す
虞
れ
は
な

い
。
人

口
増
加
は
狭
義

の
人

ロ
扶

養
力
が
充
分

で
あ
り
且

つ
前
者

と
歩
調
を
保

つ
場

合

に
の
み
望
ま

し

い
!
」

と

唱
破
す
ち
。
そ

し
て
職
時

の
食
糧
難

に
實
感

を
得
た

る
も

の
Σ
如

く
實

に
次

の

や
う
な
逆
読
を
さ

へ
述

べ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

即
ち
若
し
從
來

の
人

口
政

策
家

の
希
壁

が
満

た
さ
れ

て

一
八
八
〇
年

よ
り

一
九

一
四
年
ま

で
人

口
千

に
封
す

る
四
〇
位

の
割
合

で
檜
加
し
績

け

て
ゐ
た
と
す
れ
ば
、

こ
の
期

聞
に
ド

イ
ツ
に
は
更

に
八
百
三
十

一
萬

六
千

の
人
聞

が
生
れ

て
ゐ
た

で
あ
ら
う
。
而

欧
洲
大
戦
當
時
に
於
け
ろ
ド
イ
ツ
學
者
の
入
口
問
題
観

(南
)

一
二
三

3)1.δnne,DeutschlandsVolksvermehru㎎,S・27-37・



=

一四

し

て
こ
の
数
字
よ
り
そ

の
期
聞

に
死
亡

せ
し
人
数
を
差
引
く
と
も
な
ほ
吾

々
は
七
百
萬

の
人
口
を
養
は

ね
ば
な

ら
な
か
つ
た

で
あ

ら
う
。
然

る
に
こ
れ
だ
け

の
人

口
を
養

ふ
た

め

に
は
年

々
ー

コ
ン
ラ
ー

ド
教
授

の
計
算

に
よ
れ
ば

ー

パ

ン
粉
約
十

三
億
キ

ロ

グ

ラ

ム
,
牛
乳
約

二
十
四
億

リ
ッ
ト
ル
、
肉

一
千
六
百
萬

キ

ロ
グ
ラ

ム
を
要
し
た

で
あ
ら
う
。

「
更

に
、
出
産

減

退
は

輔
九
〇
〇

年

頃

に
特
別

に
激

し
く
な

つ
た

の
で
あ

る
か
ら
、

こ
れ
ち
大
多
数

の
人

々
が
翠

な
る
消
費
者

で
あ

つ
て
非
生
産
者

で
あ
り
、
從

つ

て
國
民
脛
濟

及
び
職
争
目
的

に
封
し

て
不
生
産
的

で
あ

る
鮎

に
想

到
す
る
な

ら
ば

、
ま
た
ド
イ

ツ
は

こ
の
七
百
萬
乃
至
八
百
高

の

入
間

に
よ

つ
て
確

か

に

一
暦

工
業
國

と
な
り
農
業

は
釜

々
衰
退
し
た

で
あ

ら
う
こ
と
を
併

せ
考
慮
す

る
な
ら
ば
、
今

日
イ
ギ
リ

ス

の
飢
餓
方
策
が
吾

々
に
大
危
険
を

齎

ら
し
、
恐

ら
く
は
吾
國
を
破
局

に
陥
れ
た

で
あ
ら
う
こ
と
は
疑

ひ
が
な

い
!

た

Ψ
こ
の
見

地
よ
り
し

て
余

は
吾
國

の
人

ロ
政
策
家

が
氣
付

か
ざ
り
し
出
産
減
退

の
光
明
面
を
指
摘

し
た

い
。

而
し
て
た

讐
こ

の
槻
察
貼
よ
り

り

し

て
余
は
近
年

の
出
産
減
退
を
救
濟

的
偶
然

事

の

一
に
数

へ
ん
と
欲
す
る

!
」

だ
が
、
不

幸
な
る

「
破
局
」

は
途

に
ド
イ
ツ
を
襲

ふ
た
。

五
ヶ
年

の
大
職
は
國

民

の
期
待

と
は
全

く
反
封

に
、
ド

イ
ツ
領

土

の

撲

大
ど
こ
ろ

で
は
な
く
、
そ

の
割
譲
を
絵
儀
な
か
ら
し
む

る
結
果
と
な

つ
た
。

亘
額

の
職
債

や
賠
償
員
指
や
植
民

地
喪
失
な
ど
は

別

と
し

て
も
、
本
國
領

土

の
割
譲

だ
け

で
人

口
は
先
づ
十
%
を
失

つ
た
。
然

る

に
他
方
、
耕

地
は
十
五
%
を
、
家

畜
敏
は
十

一
%

を

、
鈴
鑛

は
二
十
六
%
を

、
鐡
鑛

は
七
十

五
%
を
失

ふ
と
云

ふ
風
に
、
人

口
に
比
し

て
資

源
は
よ
り

一
暦
激
し
く
挾
隆

化
し
た

の

で
あ
る
。

か
く
し

て
、
ー

大
職

は
事
情

を

一
攣

せ
し

め
た
。

ド
イ
ツ
現
下

の
喫
緊

の
問
題

は
こ
の
國
脛
濟

の
人

ロ
扶
養

力
は
今

後

い
か
に
形
成

さ
れ

る
か
、
そ
し

て
い
か
な

る
結
果
を
こ

の
攣

化
が
人

ロ
数

と
生
活
程
度

と
に
及
ぼ
す
か
と
い
ふ
問
題

に
あ
る
こ
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と
を
注
意
し
、

「
近
き
若
く
は
遠
き
將
來

に
向

つ
て
ド

イ
ツ
國
民
経
濟

の
人

口
扶
養
力

が
職
前

の
時
期

に
於
け
る
よ
り
も
著
し
く

独
隆

と
な
る
と
す
れ
ば

、
吾

々
が
職
孚

に
よ

つ
て
失

つ
た
所

の
、
叉
そ

の
結
果

と
し
て
今
後

更

に
蒙
る
で
あ
ら
う
所

の
大
な
る
人

口
損
害
は
果
し

て
人

口
封
輕
濟
聞

の
こ
の
必
要
な
る
均
衡
を
招
來

せ
し
む

る
に
充
分

で
あ

る
か
、
そ
れ
と
も

又
、
過
剰
人

ロ
の
危

瞼

を
期
待

せ
ね
ば
な

ら
な
く
な
る

の
で
は
な
か
ら
う

か
?
・」

と

い
ふ
意
味

ふ
か
き
疑
問
を
提
起

し
來

つ
た

の
は
、

モ
ム
ベ
ル
ト
教

の

授

の
第

二
著

『
ド
イ
ツ

に
封
す

る
過
剰
人

ロ
の
危
瞼
』

な

の
で
あ

つ
た
。

四

、

モ

ム

ベ

ル
ト

・
ド

イ

ッ

に
封

す

る

過

剰

人

口

の
危

瞼

(
一
九

一
九
年
)

本
書

は
前
出

『
職
後

の
人

ロ
政
策
』

の
績
論
と
し

て
書

か
れ

た
。
そ

の
論

調
が
著
し
く
悲
観
的
と
な

つ
て
ゐ
る

の
は
想
像

に
難

く
あ

る
ま

い
。
著
者

は
先
づ

一
方

に
於

て

「
人

口
数

及
び
人

口
増
加

に
及
ぼ
す
職
争

の
影

響
」

を
記
述
す
る
。
し
か
し
統
計
資

料

の
い
ま
だ
充
分

に
備
は

ら
な
か

つ
た
當
時

の
こ
と
と
て
、
肚

丁
の
職

死

・
國
民

の
死
亡

の
増
加

・
婚

姻
及
び
出
産

の
減

退
に

つ
い

て
部
分
的
な
報
告
を

記
す

に
止
め
、
か

の
普
佛
載
争

の
人

ロ
動
態

上

に
及

ぼ
せ
る
影
響
か
ら
類
推
す

る
の
方
法

に
訴

へ
て
ゐ
る
。

普
佛
職
争

の
幾

十
倍

も

の
規
模

に
於

て
行

は
れ
た
こ

の
大
戦

が
人

口
動
態
上

に
い
か
な

る
異
愛
を
生

ぜ
し
む
る
か
は
想
像

に
飴

り

あ
ら
う
、
と
著
者

は
云
ふ
。
而
し

て
實

に
蝕
か
ら
、
何

よ
り
も
人

口
恢
復
を
と
主
張
す

る
論
者

が
績
出
し
た
。
し
か
し
、
著
者

に
よ
れ
ば
、
人
間
損
害

の
恢
復

が
問
題

で
は
な
く

て
、
ド

イ
ツ
繧
濟
状
態

の
將
來

の
獲
展
、

ド
イ
ツ
人

口
扶
養
力

の
形
成
如
何

が

焦
眉

の
問
題

で
あ
る
。

「
こ
の
人
聞
損
害

に
も
拘

ら
す

,
又
吾

々
が
當
然

に
豫
期

せ
ね
ば

な
ら
ぬ
人

口
増
殖
上

の
今
後

の
減
退

に

欧
洲
大
戦
常
時
に
於
け
る
ド
イ
ツ
藁
者
の
人
口
問
題
観

(
南
)

鳳
二
五
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一
二
六

も
拘

ら
す

、
ド
イ

ツ
に
於

て
生
計
と
子
孫

と
を
見
出

し
得

る
よ
り
も
遙

か

に
多
く

の
人
間
を
有
す

る

こ

と

に

な

る

か
も
知
れ

な

い
。
從

つ
て
吾
國

に
と

つ
て

の
人

ロ
問
題
は
全
く
違

つ
た
内
容

を

と
り
、
人

口
政
策

に
は
全
く
別
個

の
任
務

が
生
す

る
。
け
だ
し

職
事

と
そ

の
結
果
と

に
よ

つ
て
全
く
攣
化
し
た

の
は
人

口
数

と
人

口
増
加

と
だ
け

で
は
な

い
の
で
あ

つ
て
、
同
じ

こ
と

が
吾
國

に

於

け
る
人

ロ
扶
養
力

の
大

い
さ
と
嚢
展
と

に
起

こ
つ
て
ゐ
る
。
し
か
も
人

口
激

と
人

口
扶
養
力

と
の
爾
者
は
相

互

に

一
定

の
均
衡

を
保

た
ね
ば
な
ら
な

い
。
必

要
な

る
人
間
激

が
鋏

け

て
來

る
か
或

は
人

ロ
扶
養

力

の
大

い
さ
が
駅

け
て
來
る
か
に
慮
じ

て
、
入

ロ

政
策

は
全
く
違

つ
た
任
務
を
果
さ
ね
ば
な

ら
ぬ
の
で
あ
る
。
」

鼓

に
於

て
著
者

は

「
維
濟
及
び
入

ロ
扶
養
力

に
及
ぼ
す
戦

争

の
影
響
」

を
考
察
す
る
。
著
者

の
所
見

で
は
、
戦
後

ド
イ
ッ
の
人

ロ
扶
養
力
を
狭
隆

化
せ
し
む
る
も

の
と
考

へ
ら
れ

る
要
素

に
三

つ
あ
る
。

(
一
)
経
濟
上
非
常

に
重
要
な
る
領
土

の
喪
失
が
直
接

に
人

ロ
扶
養
力

の
狭
隆

化
を
意

味
す

る

こ
と
は
明
白

で
あ
る
。

(
二
)
第

二
要
素
は
封
外
貿

易
上

の
攣
化

で
あ
る
。
廣
義

の
人

ロ

扶
養
力
捜
大

の
途

が
原
料
を
輸
入
し

て
工
業
製

品
を
輸
出
す

る
に
あ
る
こ
と
は
前
著

で
述

べ
ら
れ
た
。
然

る
に
職
争
員
憺

に
よ

つ

て
他
國
人

ロ
の
購
買
力

が
減
す

る

こ
と
は
明
白

だ
が
、
こ
れ
は
措

い
て
も
、
ド

イ
ツ
は
封
外
爲
替
を
維
持
し
恢
復
す

る
た
め

に
、

叉
他
方

で
は
戦
債
及
び
賠
償
金
を
支
佛

ふ
た
め
に
、
今
後
常

に
能
動
的
な
貿
易

差
額
を
保
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

し
か
し
、
か

か
る
貿
易

差
額
を
保
持
す
る
た
め

に
は
輸
入
を
減
す

る
か
、
輸
出
を
高

め
る
か
、
或

は
爾
者
を
並
行

せ
し
め
ね
ば
な

ら
ぬ
け
れ
ど

も
、
職
前

の
貿
易
趨
勢
を
注
意
し

て
見

る
と
、

一
九

〇
六
1
0

七
年
よ
り

一
九

一
ニ
ー

一
三
年

に
至
る
ま

で
輸
出

中
原

料
及
び
牛

製
晶
は
比
率
に
於

て
二
十
三

・
九

%
か
ら
二
十

六

・
五
%

に
増
加

し
、
食
糧

及
び
嗜
好
品

(
家
畜
祉
含
む
)
は
八
・
六
%

か
ら
九

・
七

1)Mombert,DieGefahrρS.7--16。



%

に
増
加

し
、
他
方
完
製
品

の
割
合

は
六
十
七
・
六
%
か
ら
六
十
三
・
八
%

に
低
落

し
た
。

こ
の
傾
向

に
し
て
績
く
限
り

噛
、出
超
を

期
待
し
促
進
す
る

こ
と
は
却

つ
て
人

ロ
扶
養
力

と
勢
働
機
會

と
を
相
封
的

に
減

縮
せ
し
む

る
結
果
と
な
ら
ざ

る
を
得
な

い
。
荷
、

こ
れ

に
は
種

々
の
不
利

な
原
因
が
も

つ
れ
合

ふ
。
賃
銀
嵩

と
税
金
嵩

と
は
生
産

原
費
を
高

め

て
世
界
市
場

に
於

け
る
ド
イ
ツ
の
競

箏

能
力

を
弱
め
る
で
あ
ら
う
。
更

に

(
三
)
近
き
將
來

に
於

て
ド
イ
ツ
の
塵
理
し
得

べ
き
國

民
経
濟
的
資
本
量
を
考
慮

に
入
れ

ね

ば
な
ら
ぬ
。
各
國
と
も
こ
の
資
本
ー

生
産
手
段
i

を
喪
失
し
た
。
職
争
は
そ
れ
を
破
壊
し
漕
豊
し
た
。
工
場
や
機
械
は
修
理

乃

至
更
薪

さ
れ

る
こ
と
な

し
に
使
用
し

つ
く
さ
れ
、
土
地
は
充
分

に
施
肥
さ
れ
る
こ
と
な

し
に
耕
作

し

つ
く
さ
れ
た
。
思

ふ
に
資

本

は
專

ら
國
民

所
得
か
ら
、

節
約
を
通

し
て
、
構
成

さ

れ

て

ゆ

く
。

然

る
に
こ
の
資
本
構
成

は
職
後

極
め

て
不
利
と
な

る
で
あ

ら
う
o

以
上
三
項
目

に
つ
き
述

べ
し
所
を

「
要
約
す
れ
ば

、
何

よ
り
も
先

づ
こ

の
不
利
な

る
影
響
を

及
ぼ
す

で
あ
ら
う
所

の
要
素

は

二

つ
あ
る
。
第

一
に
は
豫
想

せ
ら
る

、
吾
國
輸
出

の
減
退
と
、
こ

の
輸
出

に
際
し

て
必
要
な

る
原
料

及
び
牛
製

晶
が
完
製

品
に
比
し

て
増
加
す

る
こ
と

と
、
ド
イ

ツ
市
場

に
於
け
る
工
業
製
品
輸
入
増
加

の
危
瞼

と
で
あ
る
。

こ
れ

は
直
接

に
人
口

の
廣

汎
な
る
層

に

於

て
勢

働

・
及
び
生
活
可
能
性
を
減

ぜ
し
む

る
の
震

展
で
あ

る
。
第

二
は
國
民
経

濟
的
資

本

の
訣

乏
と
、
同

一
方
向

に
作
用
す

ぺ

き
資
本
薪
構
成
減

少

の
危
瞼

と
で
あ

る
。
第

一
の
要
素

に
は
非
常

に
急
速

に
獲
現
す

ぺ
き
謂
は

野
急

性
的
危
瞼

が
孕
み
、
第
二

の

要
素

は
、
然

か
く
急

性
且

つ
迅
遽

に
は
嚢
現

し
な

い
け
れ

ど
も
、
例

へ
ば
慢
性
的
疾
患

の
如
く
そ
れ

だ
け
長
期

に
わ
た
る
所

の
危

瞼

を
醸

成
す
る
。
」
か
く

て
過
剰
人

口
の
危
瞼
は
眼
前

に
控

へ
て
ゐ
る
。
而

し
て
こ
れ

に
よ
く
封
虞
す
る

に
成
功
し
得
ざ
る
限

り
、

欧
洲
大
職
當
暗
に
於
け
ろ
ド
イ
ツ
學
者
の
入
口
問
題
観

(南
)

一
二
七



噌
二
八

(
a
)
國
民
生
活

程
度

の
こ
れ
以
上

の
低
下
、
又
は

(
b
)
海
外
移
民

の
堆
加

、
或

は
そ

の
双
方

に
よ

つ
て
、
破

れ
た
る
均
衡
が

恢
復

せ
ら
れ
る

の
他
な

い
の
で
あ
る
。

進

み

て
著
者

は

「
人

ロ
政
策

の
任

務
と
方
法
」
を
論
す

る
。

「
人

口
政
策

の
最
高
且

つ
最
重
要
な
る
任

務
は
現
存

の
人

口
扶
養

ゐ

力
を
損

大
し
、
安
固

な
ら
し
め
、
以

て
こ
れ

と
現
存

の
入

ロ
激

と
の
必
要

な
る
均
衡
を
樹
立
す
る

に
あ
ら
ね
ば
な
ら
な

い
。
」

こ

の
た
め

に
は
、
ま
つ

(
一
)
國
内
市
場

の
彊
化

が
考

へ
ら

れ
る
。

ド
イ
ツ
の
將
來

に
は
勢
働

・
及
び
生
活
可
能
性

に
不

利
な

る
影

響
を
及
ぼ
す

べ
き
國
際
的
要
素

が
多

々
存
す

る

の
で
あ
る
か
ら
、
將
來

に
向

つ
て
こ

の
危
瞼
と
不
利
釜
と
を
出

來

る
だ
け
少
な

か

ら
し
め
る

こ
と
は
他
國

へ
の
経
濟
的
依
頼

か
ら
ド

イ
ツ
を

し

て
出
來

る
だ
け
猫

立

せ
し
む

る
こ
と
に
成
功
す
る

や
否

や
に
懸

つ
て

ゐ
る
。
故

に
問
題
は
國
内
市
場

の
強
化
、
換
言
す

れ
ば
狭
義

の
人

ロ
扶
養

力
を

い
か
な

る
程
度

に
積
大
彊
化
し
得

る
や

の
可
能
性

に
あ
る
。

(
二
)
次
は
資
本

の
経
濟

、
即

ち
そ

の
調
蓮
と
充
當

と
を
併

せ
目
指
し
た
る
資
本

政
策

で
あ

る
。

一
國

に
於

て
資

本

の

訣

乏
が
大

と
な
れ
ば
な
る
程

、
現
存

の
資
本
を
全
艦
的
見

地
よ
り
見

て
経
濟
的

に
最
重
要

と
思
は
れ
る
目
的
に
向

つ
て
出
來
る
だ

の

け
完
全

に
充
営
す

る
こ
と
が
釜

々
必
要
と
な

つ
て
來
る
。

以
上
二
黙

は
生
塵

の
側
面

に
關
す

る
事
項

で
あ
る

が
、
生
産
と
就
會
的
關
係

と
の
間

に
も
密
な

る
相
互
作
用

が
存
す

る
。

こ

、

か
ら

(
三
)
砒
會
的
統
制

が
問
題

と
な

る
。
特

に
勢
働
時

間
と
賃
銀

と
勢
働
効

率

と
の
關
係

に
つ
い
て
は
既
に
ブ

レ
ン
ク
ー
ノ

の

確
識
は
あ

る
け
れ
ど
も

、
そ
れ

は
果

し
て
職
後

の
新

事
態

に
も
適
用

し
得

る
も

の
な
り
や
。
況

ん
や
職
後

に
於
け
る
所
得
水
準

化

の
薪

傾
向

は
果
し

て
輕

濟
的

側
面
に
好
影
響
を
與

ふ
る
や
否
や
。

か
く

て
職
後

に
豫
想

せ
ら
る

、
過
剰
人

口
の
危
瞼

、
即
ち
人

ロ

2)

3)
4)

Mombert,DieGefahr,S.翼7-35・
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扶

養
力

の
狭
隆

化
と
勢
働
機
會

の
減
退

と

を

考

へ
る
な
ら
ば
、

「
人

口
問
題
が
今

日
ま

で
肚
會
問
題

鳳
般
め
核

心

で
あ

つ
た
ζ

と
、
そ

し
て
こ

の
意
味

で

一
切

の
人

ロ
政
策

、
就
申

一
國

の
人

ロ
扶
養
力

に
着

眼

せ
る

一
切

の
人

口
政
策

が
言
葉

の
最
も
眞
實

な

め

る
意
味

に
於
け
る
肚
會
政
策

で
も
あ
る
」

こ
と
が
首
肯

せ
ら
れ
る
。

最
後

に

(
四
)
人

口
数
と
人

口
増

加

へ
の
影
響
と
し
て
、
今
度

は
國
家
的
叉
は
政
治
的
見

地
よ
り
す

る
考
察

が
行

は
れ
る
。
し

か
し
こ
の
見
地
よ
り
す
れ
ば
人

口
政
策

の
方
向
は
歴
史
的
に
全
く
種

々
異
な

つ
て
ゐ
る
。

メ
ル
カ

ン
テ
ィ
リ
ズ

ム
時

代

に
は
無
條

件

に
人

口
増
加

が
謳
歌

さ
れ

た
が
、
次

い
で
出

で
た

マ
ル
サ
ス
の
見
解

は
ナ
ポ

レ
オ

ン
職
争
後

の
経
濟

的
自
由
主
義
と
長
き
平
和

の
時
代

と
を
背
景

と
し

て
命

脈
を
維
持
し
、
更

に
薪

マ
ル
サ

ス
主
義

の
全
盛
時
代
を
維

て
、
今
世

紀
に
入
る
や
再

び
國
民
的
封
立

が
激
化
す
る
に
呼
慮
し
て
出
産
率
減
退
の
克
服
運
動
と
人
ロ
増
加
奨
働
の
風
潮
と
が
各
國
を
襲
つ
て
來
た
。
1

か
く
て
最
後
に

著
者
は

云
ふ
。

「
ロ
バ

ァ
ト

。
マ
ル
サ

ス
の
學
読

は
果
し

て
正
當
な

る
内
容
を
有
す

る
か
、
果
し

て
人

ロ
増
加

に
封

し

て
は
も
は

や
何
ら

の
維

濟
的
限
界
は
存

せ
ざ
る
か
、

と

い
ふ
思
想
は
、
ド
イ

グ
の
経
濟
生
活

が
か
く
も
強
大
な
る
隆
昌
を
致

し
た
時
代

.
從

つ
て
全
饅
と

し

て
吾

が
國

民
維
濟

の
人

口
扶
養
力

が
疑

ひ
も

な

く

人

ロ
数
よ

り

も
遙

か
に
強
力

に
膨
脹
せ
る
如
き
時
代

に
は
、
退
去
す

る
を

得
た
。

"
今

や
情
勢

は
全
く

一
攣

し
た
。
過
去
数

十
年
間

に
ド
イ
ツ
國
民

が
か
く
も
彊
力

に
そ

の
数
を
増
加

せ
し
め
た
原
因

た
る
経
濟
的

諸

前
提
は
、
職
争

の
勃
嚢

に
よ

つ
て
多

か
れ
少
な
か
れ
中
絶
さ
れ

る
に
至

つ
た
。
鼓

に
於

て
人

口
政
策

の
任
務
も
愛

ら
ね
ば
な
ら

欧
洲
大
載
當
時
に
於
け
る
ド
イ
ツ
學
者
の
入
口
問
題
観

(爾
)

一
二
九

5)Mombert,DieGefahr,S.5g-66.



一
三
〇

な

い
。
今
後
何
年

に
も
亘
つ
て
、
能

ふ
限
り
強
大
な

る
人

頂
増
加
を
考

へ
る
と
い
ふ
こ
と
は
吾

々
の
任
務
で
は
な

い
。
吾

々
の
主

の

目
的
は
、
自
國
内

に
於

て
現

に
存

せ
る
人

口
数

に
生
計

と
子
孫
を
得
さ

せ
る

べ
き
経
濟
的
諸
前
提
を
挽
同
す

る
こ
と

に
あ

る
。
」

大
職
當
時

に
刊
行

せ
ら
れ
た

る

モ
ム
ペ

ル
ト
教
授

の
軍

行
書

は
以
上
二

つ
で
あ
る
が
、
最
後

に
も
う

一
つ
、

ン
タ
ー

ノ
教
授
生

誕
第
八
十
同

覗
賀
論

文
集

に
寄

せ
た
る
關
係
論
文

に
読

き
及
ん
で
置
き
た

い
。

五

、

毛
ム
ベ
ル
ト

・
世
界
大

戦
に
照
合
し
て

の

人

口
問
題
と
人

口
理
論

(
一
九
二
五
年
)

一
九
二
五
年

プ

レ

め

本
論
文

に
於

て
著
者

は
ま
つ

「
人

口
増
加

と
職
争
」
・
の
關
係

を
読
き

、
國
家

の
膨
脹
慾
た

る
謂
ゆ

る
イ

ム
ペ
リ

ア
リ
ズ

ム
ス
は

入

口
増
加
國

に
と
り
必
然

の
過
程

で
あ
り
、
這
般

の
大
戦

は
少
く

と
も
ド

イ
ツ
に
と

つ
て
は

「
人

口
扶
養
力

の
た

め
の
圖
争
」

に

他

な
ら
な
か

つ
た

こ
と
を
論
す

る
。
け

だ
し
ド
イ
ッ
は
職

前

の
人

ロ
増
加

に
よ
り
そ

の
扶
養
力
は
挾
墜

と
感
ぜ
ら
れ

て
ゐ
た

の
で

勢

あ
る
。

鼓

に
於

て
著
者

は
再

び

「
人

口
増
加

に
及
ぼ
す
職
争

の
影
響
」
を
読

き
、
彪
大
な
る
人
命

の
損
失

と
職
後

に
於
け

る
人

口
増

加

の
緩
慢
と
を
指
摘
す

る
。
し
か
し
人

ロ
問
題

は
人

口
の
側
か
ら
だ

け
で
は
成
立
し
な

い
も

の
で
、
常

に
そ

の
扶
養

力
と

の
關
聯

に

於

て
の
み
成

立
す
る
所
以
を
設
き
、
そ
し

て
云

ふ
。

「
こ

、
で
先
づ
、
人

ロ
扶
養
力

が
職
後
時
代

に
経
験
せ
る
諸
攣
化
…
…
を
度

6)

1)

2)

Mombert,DieGefahr,S.67-69.

Mombe貢,Bev61kerungsproblemundBev61kerungstheorieim工ichtedesWe!t・

krieges.In:Festgabef賦rLujoBrentanozum80.Geburtstag.M瓶nchenu.

Leipz三91925.II.Bd.S.379-424。

Momberちibi己S.38卜3go.



外

に
置
く
な
ら
ば

、
人

口
の
側
か
ら
こ

の
鮎

に
關

し
て
起

こ
つ
た
諸
攣

化
は

ヨ
ー

ロ
ッ
パ

の
人

口
問
題
を
戦
前

に
比
し

て
何
ら
本

質
的

に
異
な

つ
た
光

の
下
に
現
は
さ
な

か
つ
た
と
云
は
ね
ば
な
る
ま

い
。
人

ロ
増
加

は
確

か
に
職
孚

に
よ

つ
て
緩
慢
と
な

つ
た
。

從

つ
て
翠

に
人

口
の
嚢
展
を

の
み
眼
中

に
置
く
な
ら
ば
、

マ
ル
サ
ス
の
意
味

に
於
け
る
積

極
的
妨
げ
を
云

麦
し
得
る
で
あ

ら
う
。

然

し
な
が
ら
大
部
分

の
關
係
諸
國

に
と

つ
て
は
人

口
数

が
既

に
久
し
く
狡
義

の
人

口
扶
養
力

を
著
し
く
凌
駕
し

て
増
加

し

て
を

つ

た

と
い
ふ
事
實
は

、
職
争

に
よ

つ
て
少
し
も
攣

へ
ら
る

玉
に
は
至
ら
な
か

つ
た
。
況

ん
や
人

口
扶
養
力
は
職
孚
及
び
そ

の
欝

響

に

よ

つ
て
人

口
敏

よ
り
も
な
ほ

噂
暦
張
力
な
後

退
を
経
験
し
た
の
で
あ

つ
て
、
人

ロ
扶
養
力

に
封
し

て
も
職
争

は
笹
極

的
妨
げ

と
し

の

て
作
用
し
得
る
の
で
あ
る
。」

さ
て
こ
の
意
味
で
、

「
人
ロ
問
題
の
純
維
濟
的
側
面
」
と
し
て

「
人
口
数
と
経
濟
と
の
翻
聯
が
職
後
時
代
の
世
界
経
濟
に
及
ぼ

す
影
響
」
が
吹
い
で
考
察
せ
ら
れ
る
。
大
戦
の
結
末
が
ド
イ
ツ
國
民
経
濟
の
、
從
φ
℃
人
口
扶
養
力
の
基
礎
を
震
擦
せ
し
め
た
事

情
は
前
に
指
摘
し
た
が
、
他
の
交
戦
諸
國
も
亦
多
か
れ
少
な
か
れ
脛
…濟
瓶
態
の
悪
化
を
維
験
し
た
。
否
、
交
戦
國
だ
け
で
は
な

の

く
、
中

立
國

も
然

り
で
あ

つ
た
。

か
く
し

て
中
立
國

に
於

て
も
過
剰
人

ロ
問
題

が
語
ら
れ

始
め
た

の
で
あ

る
。
世
界

に
於
け

る
主

要
財
貨

の
生
産
及

び
消
費
が
職
後

い
か

に
減

退
し
匙

か
は
次
表

の
示
す
通
り
で
あ
る
。

攻

に

一
九

=
二
年

の
生
産
高

を

一
〇
〇

と
し

て
職
後

一
九

二

一
年

に
於
け

る
生
産
高

の
減

退
を
國
別

に
つ
き
現
は
す

と
、
イ
ギ

リ

ス
で
は
石
炭

四
三
、

銑

鐵
七
四
、

鋼
鐡

五
二
、

銅
七
七
、

鉛

六
七
、

錫
九
〇
、

而

し

て
棉
花
消
費

五
二
で
あ
り
、

フ
ラ

ン
ス

(
一
九

一
三
年
分
は

エ
ル
サ
ス
・
ロ
ー
ト
リ
ン
ゲ

y
な
含
む
)

で
は
石
炭

三
七
、
銑
鐵

六
二
、
鋼
鐡
五
八
、
銅
九
九
、
鉛

五
四
、
錫

六
二
、

欧
洲
大
戦
當
時
に
於
け
る
ド
イ
ツ
學
者
の
人
口
問
題
観

(
南
)

一
一一=

3)
4)
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職前 ・戦後の世界生産及び消費

戦 後
口
開 名 1913年

・9・・年1・9・ ・年1・922年

金 の 世 界 生 産 高(単 位キログラム)" 69ろ040 504,033 496,250 477,8g4

銀 の 世 界 生 産 高(〃)・ ・ 6,964,318 5,418,624 5,348,207 6,4to,843

棉 花 の 世 界 清 費 高(躍 位1,00嘲)… ・ 20,402 一 15,078 18,809

茶 の 主 要 産 馳 よりの輸 出 高(1、oooキ 。グラムγ ・ 350,go◎ 288,700 296,400 309,600
1)

綿 続 の 世 界 生 産 高(取 位1,000鍍)一 3,162,035 一 2,766,竃51 2,684,153
2 3 4)

甜 楽 舘 の 世 界 生 産 高(鞄1,000ト の 一 8,go8 一
5,052 5,26夏

石 炭 の 世 界 探 掘 高(〃)・ ・ 1,212,叫3 一 956β27 1,032,329

コ ー ク ス の英 ・白 。来 製 澄 高(〃)・ ・ 58,伽9
一 28,666 42,200

英 ・白 。和 。及 び ス カyヂ ナ ビア諸 國 に 5

於けろ勢働組合加盟者の失業率(加 38 46 187 156

盟 者1,000の うち)

1)1909●-1913年 司β均2)1913馴 ●1914年3)1921鯛 吻1922年4)1922-1923年5)白 を際 《

劇
三

二

而

し

て
棉
花
漕
費

五
二

で
あ
り
、
合
衆
國
で
は
石
炭

一
一『

銑

鐡
四

`
六
、
鋼
鐵

三
七
、
銅

五
四
、
鉛

一
二
、
錫
四
二
、
而

し
て
棉

花
消
費

=

一
で
あ

つ
た
。
更

に
國
際
貿

易

に
つ
い
て
見

る
と
、
イ
ギ

リ

ス
で

は

一
九

=
二
年

に

輪
出
入
総
額
十
二
億

九

千
四
百
萬
膀

で

あ

つ
た

が
、

一
九

二
〇
年

に
は
十

一
億

六
千
二
百
萬
礫

、

一
九
二

一
年

に
は

九
億
八
千
七
百
萬
膀

、

一
九

ニ
ニ
年

に
は
十
億
八
千
二
百
高
確

と
な

り
、

フ
ラ

ン
ス
で
は

一
九

一
三
年

に
百
五
十

三
億

法

に
上

つ
て
ゐ
た

輸
出

入
総
額
は

一
九

二
〇
年

に
は
百
五
十
億
法
、

一
九
二

一
年

に
は

百

二
十

一
億
法
、

一
九

二
二
年

に
は
百
二
十
九
億
法

と
な

つ
た

の
で

恥

あ
る
。

以
上

の
数
字
は
戦
争
と
そ

の
結
果

と
に
よ
り
世
界

の
経

濟
的
基
礎

が

い
か
な
る
程
度

に
狭

隆
化

し
た
か
を

示
す

に
足
る
で
あ
ら
う
。
少

く
と
も

ヨ
ー

ロ
ッ
パ

に
於
け

る
こ
の
減
退

は
人

ロ
激

の
減
損

よ
り
も

遙

か
に
大

で
あ

つ
た
。
ま

さ
し
く

ハ
ロ
ル
ド

・
ラ
イ
ト
氏

の
云

へ
る

如
く
、
近
代

の
戦
争

は
軍

に

マ
ル
サ
ス
の
意
味

に
於
け
る
人

口
壇

加

5)MombertsBev61ke】rungsprt}blem,a.a・O・S・401-402・



上

の
妨
げ

に
は
島
し
な

い
89
事
實

に
於

て

「
職
宰
は
過
剰
人

ロ
に
封
す

る
救
濟
た
る
ど
こ
ろ
か
、
生
活
程
度
を

生
存
資
料

の
水

準

の

ま

で
抑
止
す
る
所

の
最

彊
力
な
る
要
因

の

醐
た
る
こ
と
」

が
あ

る
の
で
あ
る
。
職
勝
國
が
直
接

に
領

土

の
獲
得

に
よ
り
榮

え
た

の

は
人
間
生

活
が
主
と
し

て
土
地
に
頼

つ
て
ゐ
た
時
代

で
あ

つ
た
。
國
際
交

通

の
緊
密
な
る
近
代

に
於

て
は
、
職
後

の
影
響
を
受
け

る

の
は
職
敗
國
だ
け

で
は
な

い
。
職
勝

國
も
亦

こ
れ

に
捲
き
込
ま
れ

ざ

る
を
得
な

い
の
で
あ

る
。

所

で

一
定

の
生
活
程
度

例

へ
ば
ド
イ

ツ
職

前

の
生
活

程
度

が
経
濟
的
基
礎

の
狡
隆
化

に
よ

つ
て
減

退
す

る
場
合

、
而
し

て
こ

の

減

退
が
人

口
数

の
減
少

に
よ

つ
て
除
去
し
得
る
場
合
に
は
、
吾

々
は

こ

エ
に

一
の
過
剰
人

口
現
象
を

云

々
し
得

る
。
而
し

て

モ
ム

ベ
ル
ト
敷
授

に
よ
れ

ば
、
亡

の
現
象
は
欧
洲
職
後

二
つ
の
形
態

を
と
つ
て
現
は
れ
た
。

一
は
爲
替
弱
化
國

で
、
他

は
爲
替
彊
化
國

で
。

ド
イ
ツ
は
前
者

の
好
例

で
あ

つ
た
。
即
ち

こ

玉
で
は
貨
幣
債
値

の
持
績
的
低
落

と
關
聯
し

て
ー

そ
れ

は

一
面
輸
出
奨
働

と

し
て
作
用

し
、

從

つ
て
國
内
市
場

で
は

一
の
活
況

さ

へ
生
じ
た
1

失
業
数

は

一
九

二
三
年

の
夏
ま

で
非
常

に
僅

少
で
あ

つ
た

が
、

こ
れ

に
反
し
て
賞

質
賃

銀
が
本
格
的

に
職
前

の
水
準

以
下

に
落
ち
た
。
例

へ
ば

一
九

ニ
ニ
年

に
於
け
る
ド
イ
ツ

の
肉
消
費
量

は

一
九

=
二
年

に
比
し

て
僅

か
に
そ

の
四
十
二
%
、
バ

ン
粉
消
費
量

は
僅

か

に
七
十
三
%

に
過
ぎ
な
か

つ
た
。
な
ほ
嗜
好
品
及
び

.

再
生
産
用

の
主
嬰
消
費

は
、

コ
ー

ヒ
は
職

前

(
一
九

=
二
年

)

の
十
六
萬

四
千

ト

ン
よ
り
職
後

(
一
九
二
二
年

)

の
三
萬
七
千
ト

ン

へ
、
茶
は
職
前

の
四
千
三
百

ト

ン
よ
り
職
後

の
二
千

八
百
九
十
ト

ン

へ
、
棉

花
は
戦
前

の
百
七
十
萬

二
千
梱

よ
り
職
後

の
百
八

高
三
千
梱

へ
、
米

は
職
前

の
十
六
萬
七
千

ト

ン
よ
り
職
後

の
十
萬

ト

ン

へ
と
減
退
し
、
た

讐

コ
・
ア
原
料

の
消
費

の
み
は
職
前

の

五
高

一
千

ト

ン
よ
り
職
後

の
八
萬
四
千
ト

ン
へ
壕
加
し
た
に
過
ぎ
な
か

つ
た
。
然
る

に
他
方
、
爲
替

強
化
國

で
は
實
質
賃
銀
や
勤

欧
洲
大
戦
賞
時
に
於
け
る
ド
イ
ッ
學
者
の
入
ロ
問
題
魏

(南
)

剛
三
三
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一
三
四

め
人
及
び
官
公
吏

の
報
給

は
ド
イ

ツ
よ

'
9
も
遙

か
に
高

か

つ
た

が
、
失
業
数
は
非
常

に
大

で
あ

つ
た
。
即
ち

一
九

二
二
年
六
月
現

在

に
於

て
組
合
勢
働
者

一
千
人

に
つ
い
て
の
失
業
者
は
ド

イ
ツ
僅
か

に
六
人

に
過
ぎ
な
か

つ
た

に
封

し
て
、
イ
ギ

リ

ス
は
百
五
十

七
人
、
ベ

ル
ギ
ー

は
二
十
六
人
、
オ

ラ

ン
ダ
は
九

十
二
人
、

ス
ウ

ェ
ー
デ

ン
は
二
百
九
人
、
而

し
て
合
衆
國
臓
百

二
十
二
人

で
あ

わ

つ
た
。

要
す

る

に
、
人

ロ
数

と
人

ロ
扶
養
力
と

の
背

反
は
爲
替

弱
化
國
と
張
化
國

と

の
双
方

に
於

て
見
ら
れ
る
わ
け

で
、
し

か
も
後
者

で
は
多
数

の
失
業

と

い
ふ
形
態
を

と
り
、
前
者

で
は
實
質
賃

銀

の
著

大
な

る
減
退
と
な

つ
て
現
は
れ

た
の
で
あ

る
。

こ

の
現
象

の

原

因
は
確

か
に
種

々
あ
る
で
あ
ら
う
。
し
か
し
根
本
的

に
は
ド
イ
ツ
の
賠
償
員
捲

が
そ
れ
を
惹
き
起

し
た

、
と

い
ふ
の
が
著
者

の

見
解

で
あ

る
。
賠
償

員
捲

は
結
局
國
民
所
得
を
創
減

し
て
支
彿
は
れ
る
よ
り
他
な

か

つ
た
。
而
し

て
國
民

所
得

の
削
減

が
國
民
消

費
基
金

の
減
少

と
な
り
、
叉
財

の
將
來

の
生
産

の
た
め
に
す
る
資
本
構
成
を

弱
め
る

の
は
明
白

で
あ

る
。
し
か
も
ド

イ
ツ
の
こ
の

窮

迫
欣
態

は
や
が
て
他

の
交
職
國

に
、
そ
し

て
中
立
國

に
ま

で
、
波

及
せ
ざ

る
を
得
す
、
途

に

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
全

面
的
な
人

口
過

剰

へ
と
褒
展

し
て
行

つ
た
。
洵

に
リ
ー

フ

マ
ン
教
授

の
云

へ
る
如
く
、
ド

イ
ツ
の
貧

困
化
は
他
國

の
貧
困
化
に
導

い
た
。
即
ち
國

助

際

間

の
富

の
均
衡

、
又
は
貧

の
均
衡
が
、
招
來

さ
れ
た

の
で
あ

る
。

な

ほ

モ
ム
ベ

ル
争
教
授

は
右

の
論
稿

に
先

立
ち
、
同

じ
ブ

レ

ン
タ
ー

ノ
教

授

の
生
誕
第

七
十
同
祝
賀
論
文
集

に

『
ド
イ
ツ
に
於

の

け
る
資
本
構
成
と
資
本
需
要
の
問
題
に
つ
い
て
』
を
陣
中
よ
り
寄
稿
し
、
叉
職
後

幽
九
二
六
年
の
肚
會
政
策
學
會
ウ
ィ
ー

ン
大
會

7)
8)

9)
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ゆ

に
は

『
西
欧
に
於
け
る
過
剰
人
口
現
象
』

を
報
告
し
た
。
前
者
に
於
て
は
.
國
民
維
濟
上

の
資
本
需
要

の
増
加
は

一
方

で
は

o昌
o霧
ご

に
、
即
ち
人
ロ
の
増
加
に
つ
れ
て
必
要
と
な
り
、
他
方
で
は

幽2
窪
ゆ貯

に
、
即
ち
経
濟
的
勢
働
の
集
約
化

(
高
度
化
)

に
つ
れ
て
必
要
と
な
る
が
、
し
か
し
ド
イ
ッ
に
於
け
る
資
本
構
成
は
職
前
か
ら
既
に
樹
外
貿
易
の
不
利
な
る
稜
展
の
結
果
非
常
に

鈍
り
出
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
資
本
構
成
の
弛
綾
は
勢
働
機
會
の
縮
少
化
を
結
果
す
る
。
か
く
て

「
こ
、
で
問
題
と
な
る
の
は

人
ロ
包
容
力
と
資
本
構
成
と
の
關
聯
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
國
民
経
濟
の
現
段
階
で
は
前
者
は
決
定
的
に
後
者

に
よ
つ
て
影
響
せ
ら
れ

る
。
吾

々
が
吾
國
の
人
ロ
増
加
に
封
し
年

々
役
立
た
せ
得
る
所
の
勢
働
機
會
の
大
小
は
專
ら
資
本
構
成
に
依
存
し
て
ゐ
る
。
吾
國

の
人
ロ
増
加
を
必
要
且
つ
有
利
と
し
て
辮
護
せ
ん
と
す
る
者
は
…
…

一
の
意
識
的
な
る
資
本
構
成
政
策
に
吾
國
の
最
重
要
な
る
任

務
を
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
論
じ
て
ゐ
る
。
叉

『
西
欧
に
於
け
る
過
剰
人
口
現
象
』
は
前
段
迄
に
紹
述
し
來
つ
た
ド
イ
ツ
過
剰

人
口
論
と
趣
旨
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
な
ほ
柳
か
覗
角
を
廣
め
て

(
一
)
輪
出
の
減
退
、

(
二
)
國
内
市
場
に
於
け
る

購
買
力
の
減
退
、

(
三
)
商
工
業
に
於
け
る
合
理
化
の
増
進
、
及
び

(
四
)
就
業
人
員
の
堆
加
の
四
黙
よ
り
職
後
の
西
欧
諸
國
に

於
け
る
過
剰
人
口
の
焚
現
を
論
断
し
て
ゐ
る
。
就
申
、
職
後
に
於
け
る
就
業
人
員
の
壇
加
が
部
分
的
に
は
國
民
生
活
状
態
の
悪
化

の

一
結
果
、
即
ち
過
剰
人
口
の

一
徴
候
で
あ
る
と
爲
し
て
を
る
の
は
注
意
に
値
ぴ
す
る
ゆ
け
だ
し
就
業
人
員
の
檜
加
は
家
計
を
助

け
ん
と
し
て
婦
女
子
が
職
業
職
線
に
入
り
込
む
こ
と
も
意
味
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

六

、
結

瓠
PP

 

欲
洲
大
戦
當
時
に
於

け
ろ
ド
イ
ツ
學
者
の
入
口
問
題
窺

(
南
)

一
三
五
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一
三
六

こ
れ
を
要
す

る
に
、
欧
洲
大
職
當
時

、
ド
イ
ツ

に
於

て
は
二

つ
の
封
膝
的
な
意
見

が
拉
び
存

し

て
ゐ
た

の
で
あ
る
。
即
ち

一
は

多
数
者

の
意
見

で
、
政
治
的
、
軍
事

的
、
肚
會
衛
生
學
的
見
地
か
ら
大
職

に
よ
る
老
大
な
る
人
命
損
失
を
憂

へ
、
何
よ
り
も
先

づ

迅

速
な
る
人

口
恢
復
を
圖
ら
ん
と
主

張
せ
し
も

の
、
他

は
少
数
維
濟
學
者

の
意
見

で
、
人

口
問
題
は
翠
な

る
人

ロ
藪

の
問
題

で
は

な

く
常

に
人

ロ
激

と
そ

の
扶
養
力

と

の
割

合

の
問
題

で
あ
る
と

の
思
想
か
ら
、
大
職
は

人

ロ
を
損

せ
る
以
上
に
そ

の
扶

養
力

の
根

源
を
破
壊
す

る
こ

と

に

よ

つ

て
爾
者
間

の
均
衡

を

麗
鼠

し
、
こ

亀
に
改
め
て
ド
イ
ツ
は
、
否
な
主
要
交
職
國

の
大
部

分
は
次

々

に
、
過
剰
人

ロ
現
象
を
現
は
す

に
至

つ
た
。
從

つ
て
職
後

の
人

口
政
策

は
翠
な
る
人

ロ
増
加
策

で
は
な
く
、
何

よ
り
も
先

づ
人
ロ

挟
養

力

の
挽
同
策

で
あ
ら
ね
ば
な

ら
ぬ
と
読
く
も

の
で
あ

つ
た
。
而
し

て

ロ
エ

ン
ネ
氏

、
及
び
特

に

モ
ム
ベ
ル
ト
教
投

は

こ
の
後

者

申

の
代
表
者

で
あ

つ
た

の
で
あ
る
。

思

ふ
に
近
代

の
大
戦
争
は
、
さ
き
に
述

べ
た
通
り

、
人

口
の
側

に
非
常

に
激

し

い
職
時
歌
態
を
招
來

せ

し

む

る

も

の

で

あ
る

が
、
と
同
時

に
人

ロ
扶

養
力

の
側

に
ー

場
合

に
よ

つ
て
は
人

ロ
の
側

に
與

へ
た
よ
り
も
遙

か
に
激

し

い
程
度

に
ー

後

退
を

飴

儀

な
く
せ
し
む

る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
間

の
事
情
は

、
亭
時

に
於

て
、
よ
り
多
く

工
業

及
び
貿
易

に
よ

つ
て
國
民

に
勢
働

機
會

と

生
計

手
段

と
を
與

へ
、
そ
し
て
こ
れ
を
通
じ

て
絶

え
す
新

た
な
る
資
本
構
成
を
行

ひ

つ

、
あ

つ
た

一
國

、
即
ち

モ
ム
ベ

ル
ト
教
授

の
用
語

で
表

現
す
れ
ば
よ
り
多
く
廣
義

の
人

口
扶
養
力

に
頼
り

つ
、
あ

つ
た

一
國

が
、
職
争

に
よ

つ
て
殆

ん
ど

一
學

に
こ

の
扶
養

力

が
創
減

せ
ら
れ
た

と

い
ふ
如
き
場
合

、
例

へ
ば
本
稿

に
於

て
主

と
し

て
読
か
れ
た
る
大
職
當
時

の
ド
イ
ッ
の
如
き
場
合
を

想
像

す

る
こ
と
に
よ

つ
て
、
極

め

て
明
瞭

と
な

る
で
あ
ら
う
。



マ
ル
サ

ス
は

嘗

て
、

人

ロ
増
加

に
封
す

る
妨

げ

の
分
類

に

於

て
、

職
争

を

以

て

主
観
的

に
は

..〈
§

.、
に
、
客
観
的

に
は

..噂
。
ω三
く
。
nぽ
舞
、.
に
属
す

る
も

の
と
し
、
結
局

、

周
期
的

に
起

り
來

る
職
争

は
謂
ゆ

る

..の
ξ
。
轟
ぴ
毒
音

暮

噂
。
℃
巳
鑑

o
謬
、.
を

一

掃
す

る
も

の
で
あ
る
と

い
ふ
風

の
説

き
方
を

し
た
。
こ
れ

も
往
時

に
於

て
は
誤
り

で
な

か

つ
た

で
あ
ら
う
が
、
し
か
し

マ
ル
サ

ス

は
こ

の
際

、
近
代

の
職
孚

が
外
國
貿
易

の
縮

少
、

勢

働
機
會

の
削
減
、
資
本

構
成

の

中
絶
を
介

し

て

彼
れ

の
謂

ふ

.ゴ
。
9。
霧

9

窪
げ
q・…ω齢窪
6
・
..
の
獲

得
量

に
封
し

て
與

へ
る
甚
大

な

る
後

退
的
影
響
を
明
察

し
て
は

ゐ
な

か
つ
た
や
う

に
思

は
れ
る
。

し
か
も
國

際

間

の
財

の
交

換
を
通
じ

て
各
國

が
相

互

に
廣
義

に
於
け
る
人

ロ
扶
養
力

に
主

と
し

て
頼

つ
て
を
る
現
代

に
於

て
は
、
職
時
及
び

職
後

の
不
利
な

る
影
響
を
受
け
る

の
は
職

敗
國

だ
け
で
は
な

い
。
職

勝
國
も
、
而
し

て
申
立
國
で
さ

へ
が
、

こ

の
職
争

の
激
甚

さ

に
比
例
し

て
同
様

の
現
象

を
呈
し
來
た

る
こ
と
あ
る

べ
き
は
欧
洲
大
職
が
こ
れ
を
設

示
し
た
所

で
あ

る
。

但

七
お
断
り
す
る
迄

も
な
く
、
筆
者
は
本
稿

の
考
察
を

以

て
そ
の
儘
直
ち

に
、
種

々
な
る
特
殊
要
素

を
含

む
現
下
東
亜

の
問
題

に
結

び
付
け

よ
う

と
す
る
も

の
で
は
な

い
。

近
き
前
途

に
控

ゆ
る
東
亜
経
濟

の
薪
規
建
設

は
特

に
日
本

の
側

に
於
け

る
人
ロ
扶
養

力

の
限
り
な
き
援
大
を
約
束
す

る
も

の
で
あ
る
。
本

稿

の
意
圖
す

る
所
は
只
、
欧
洲
大
職

の
遺

し
た
る

一
つ
の
貴
重
な
る
史
話
を

傅

へ
、
兼
ね

て
人

ロ
問
題
及
び
人

口
政
策

の
眞
實

の
意
味

と
方
向
と

の
探
索

に
資

せ
ん
と
す
る

に
あ

る
の
み

で
あ
る
。

(
旧
九

三
入
年

十

一
月
)
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大
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